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はじめに

◆ 令和７年４月は中間年薬価改定が実施されます。長期化する医薬品限定出荷に対し、
本会から日眼医等へ毎年の薬価改定制度見直しを提言し、各製薬メーカーへ増産等
による安定供給を依頼しています。各医療機関（調剤薬局含む）におかれましては、
薬価改定ソフト変更、医薬品複数メーカー採用等にでご対応をお願い申し上げます。

◆ 支払基金ではAIによって振分けられたレセプトを審査員目視による原審査後、再審査
（保険者側・医療機関側の申し出による）で確定して各医療機関へ診療報酬支払い
がなされます。支払い側（各保険者）疑義は、傷病名漏れ、算定日・検査算定要件
の不整合、検査算定回数過剰（単月・縦覧)、突合点検（薬剤適応症、用法・容量、
点眼液処方本数)、硝子体注射の施行間隔、再手術の妥当性等、細かく専門的な指摘
内容となっています。

◆ このような状況を鑑み、本冊子にはレセプトオンライン請求の留意点、間違えやすい
算定項目、審査の標準的基準、保険者再審査疑義が生じやすい事項等をあげ、会員
各位に役立つ内容となるようアップデートし整理しました。適正なレセプト請求の
一助となりましたら幸いです。
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適
正
な
レ
セ
プ
ト
請
求
に
向
け
て
の
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意
点

適
正
な
レ
セ
プ
ト
請
求
に
向
け
て
の
留
意
点

適
正
な
レ
セ
プ
ト
請
求
に
向
け
て
の
留
意
点

1

レ
セ
プ
ト
請
求
の
留
意
点
【
令
和
７
年
３
月
版
】

令
和
７
年
４
月
～
中
間
年
薬
価
改
定
は
各
医
療
機
関
に
て
ご
対
応
願
い
ま
す

一
般
社
団
法
人
大
阪
府
眼
科
医
会

日
時
：
令
和
７
年
３
月
2
9
日
(土
)

場
所
：
大
阪
府
医
師
協
同
組
合
本
館
８
階

1

(1
）
保
険
診
療

　
　
　
医
学
的
妥
当
性

　
　
　
診
療
報
酬
点
数
表
、
療
養
担
当
規
則
、
通
知
、
疑
義
解
釈

　
　
　
医
薬
品
添
付
文
書
（
効
能
・
効
果
・
用
法
・
用
量
等
）

2

(3
）
突
合
点
検

【
疑
義
の
生
じ
や
す
い
留
意
点
】

　
①
医
薬
品
添
付
文
書
の
適
応
症
（
傷
病
名
漏
れ
→
復
点
不
可
）

　
　
（
例
）
硝
子
体
内
注
射
：
×
網
膜
静
脈
分
岐
閉
塞
症
の
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×
黄
斑
変
性
　
　
　
○
加
齢
黄
斑
変
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×
糖
尿
病
黄
斑
症
　
○
糖
尿
病
黄
斑
浮
腫

　
　
（
例
）
抗
菌
剤
点
眼
液
　
×
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎

　
②
処
方
量

　
　
点
眼
液
処
方
本
数
（
単
月
・
縦
覧
）

【
査
定
】

　
▶
傷
病
名
漏
れ
（
医
療
機
関
再
審
査
請
求
で
の
復
点
不
可
）

　
▶
点
眼
液
処
方
本
数
や
内
服
薬
処
方
日
数
の
過
剰

　
▶
適
応
外
使
用
（
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
の
み
で
抗
菌
剤
点
眼
液
処
方
）
4

(2
）
単
月
点
検

【
疑
義
の
生
じ
や
す
い
留
意
点
】

　
▶
傷
病
名

　
（
例
）
併
算
定
（
屈
折
・
矯
正
視
力
)：
屈
折
傷
病
漏
れ
、
不
整
合

　
（
例
）
薬
剤
適
応
症
：
病
名
漏
れ
、
病
名
開
始
日
と
処
方
日
の
不
整
合

　
▶
検
査
料

　
（
例
）
眼
底
検
査
（
算
定
回
数
)：
前
眼
部
疾
患
＋
屈
折
傷
病
の
み

　
（
例
）
術
後
検
査
（
算
定
回
数
)：
ス
リ
ッ
ト
、
眼
底
、
眼
圧
等

　
▶
手
術
料

　
（
例
）
適
応
症
や
部
位
の
不
一
致
、
再
手
術

【
査
定
】

　
「
傷
病
名
漏
れ
」
｢部
位
の
間
違
い
」
｢入
力
ミ
ス
」

　
「
画
一
的
な
傷
病
名
付
け
」
で
の
「
検
査
料
・
手
術
料
の
一
律
的
算
定
｣

　
「
傾
向
的
と
思
わ
れ
る
診
療
行
為
算
定
」
｢濃
厚
診
療
」

　
「
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
的
検
査
・
セ
ッ
ト
検
査
」

3

療
養
担
当
規
則
（
省
令
）

診
療
報
酬
明
細
書

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求

支
払
い
側
は
遵
守
と

整
合
性
を
求
め
る

健
康
保
険
法

医
師
法

医
療
法

医
薬
品
医
療
機
器
等
法

薬
剤
、
材
料

薬
剤
師
法

医
師

病
院
、
診
療
所

薬
剤
師



審
査

適
正
な
レ
セ
プ
ト
請
求
に
向
け
て
の
留
意
点

適
正
な
レ
セ
プ
ト
請
求
に
向
け
て
の
留
意
点

適
正
な
レ
セ
プ
ト
請
求
に
向
け
て
の
留
意
点

2

6 8
75

■
人
工
知
能
(A
I)
・
レ
セ
プ
ト
振
分
け
機
能
を
用
い
た
審
査

　
事
務
：
近
畿
地
区
は
基
金
大
阪
に
集
約

　
審
査
：
各
都
道
府
県
審
査
員
目
視
【
原
審
査
・
再
審
査
】

　
　
　
　
A
I振
り
分
け
レ
セ
プ
ト
（
単
月
・
突
合
・
縦
覧
）

(5
）
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
レ
セ
プ
ト
情
報
の
み
で
審
査
が
行
わ
れ
る
。

　
・
審
査
員
は
レ
セ
プ
ト
画
面
情
報
の
み
で
審
査
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
（
 医
療
機
関
側
診
療
録
に
記
載
さ
れ
て
い
る
診
療
の
詳
細
や
背
景

ま
で
は
わ
か
ら
な
い
状
況
に
あ
る
）

　
・
 医
学
的
に
妥
当
適
切
な
傷
病
名
等
の
み
で
は
診
療
内
容
の
説
明
が

不
十
分
と
思
わ
れ
る
場
合
は
請
求
点
数
の
高
低
に
関
わ
ら
ず
、

　
　
「
症
状
詳
記
」
で
補
う
。

　
　
（
例
）
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
検
査
料
・
同
月
２
回
算
定
時

　
　
　
　
　
詳
記
記
載
例
：
乱
視
用
C
L　
度
数
再
調
整

(6
）
｢症
状
詳
記
」

　
・
当
該
診
療
行
為
が
必
要
な
具
体
的
理
由
（
簡
潔
明
瞭
に
）

　
　
（
例
）
白
内
障
手
術
時
に
お
け
る
角
膜
内
皮
細
胞
顕
微
鏡
検
査

　
　
　
　
　
光
学
的
眼
軸
長
検
査
　
角
膜
曲
率
半
径
計
測

　
　
　
　
×
傷
病
名
に
加
齢
性
白
内
障
が
あ
り
当
然
わ
か
る
だ
ろ
う

　
　
　
　
○
白
内
障
術
前
検
査

　
・
算
定
根
拠
（
他
覚
所
見
を
中
心
に
）
を
入
力
（
記
載
）
す
る

　
　
（
例
）
白
内
障
術
前
に
お
け
る
角
膜
形
状
解
析
検
査
　

　
　
　
　
×
強
度
乱
視
、
×
近
視
性
乱
視
（
2D
以
上
の
乱
視
）

　
　
　
　
○
角
膜
強
弱
主
経
線
屈
折
力
　
（
40
.7
D
, 4
3.
5D
）

　
・
診
療
録
や
レ
セ
プ
ト
内
容
と
矛
盾
し
な
い
こ
と

(4
）
縦
覧
点
検

【
疑
義
の
生
じ
や
す
い
留
意
点
】

　
▶
診
察
料
［
初
診
料
］

　
（
例
）
同
一
慢
性
疾
患
初
診
料
反
復
算
定
（
特
に
屈
折
傷
病
）

　
（
例
）
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
検
査
料
算
定
履
歴
（
５
年
間
縦
覧
）

　
▶
検
査
料
［
連
月
・
隔
月
算
定
］

　
（
例
）
O
C
Tの
過
剰
：
治
療
（
硝
子
体
注
射
）
の
無
い
加
齢
黄
斑
変
性

　
（
例
）
術
後
検
査
　
：
ス
リ
ッ
ト
、
眼
底
、
眼
圧
等

　
▶
注
射
料

　
（
例
）
最
短
間
隔
が
遵
守
さ
れ
て
い
な
い
硝
子
体
内
注
射

　
▶
手
術
料
［
再
手
術
］

　
（
例
）
涙
点
プ
ラ
グ
・
白
内
障
・
緑
内
障
・
網
膜
硝
子
体



Ⅰ
．
基
本
診
療
料

審
査

3

10 12
119

③
 転
医
後
に
紹
介
元
医
療
機
関
再
来
の
取
り
扱
い

　
・
 診
療
継
続
中
の
患
者
が
他
の
医
療
機
関
に
転
医
し

数
か
月
を
経
て
再
び
以
前
の
医
療
機
関
に
診
療
を
求
め
た

場
合
に
お
い
て
、
治
癒
が
推
定
さ
れ
る
と
き
に
限
り
、

新
た
に
初
診
料
を
算
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
【
上
記
算
定
要
件
に
該
当
し
な
い
例
】

　
　
・
白
内
障
手
術
に
て
病
院
転
送
し
た
患
者
さ
ん
の
場
合

　
　
　
術
後
継
続
医
療
で
紹
介
元
医
療
機
関
再
来
 →
 再
診
料

　
　
・
誤
っ
た
解
釈
で
の
初
診
料
算
定
は
控
え
る
。

①
 同
一
慢
性
疾
患
に
対
す
る
反
復
初
診
料
算
定

⑴
  患
者
が
任
意
に
診
療
を
中
止
し
、
１
ケ
月
以
上
経
過
し
た
後
、

再
度
同
一
の
医
療
機
関
に
お
い
て
診
療
を
受
け
る
場
合
に
は
、

そ
の
診
療
が
同
一
病
名
ま
た
は
同
一
症
状
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て

も
、
そ
の
診
療
は
初
診
と
し
て
取
り
扱
う
。
→
 ⑶
に
注
意

⑵
  ⑴
に
お
い
て
、
１
ケ
月
の
期
間
の
計
算
は
、
例
え
ば
、
２
月
10
日
～

３
月
９
日
、
９
月
15
日
～
10
月
14
日
等
と
計
算
す
る
。

⑶
  ⑴
に
か
か
わ
ら
ず
、
慢
性
疾
患
等
明
ら
か
に
同
一
の
疾
病
又
は

負
傷
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
場
合
の
診
療
は
、
初
診
と
し
て
取
り

扱
わ
な
い
。

②
  コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
(C
L
)検
査
料
・
算
定
履
歴
が
確
認

で
き
る
場
合
で
の
基
本
診
療
料

　
・
新
た
な
眼
疾
病
発
症
で
の
受
診
、
C
L装
用
中
止
（
C
L処
方
無
し
）

　
・
C
L検
査
料
算
定
履
歴
有
り
［
縦
覧
点
検
（
５
年
間
）
カ
ル
テ
保
管
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⇩

　
　
基
本
診
療
料
　
　
　
：
再
診
料
で
算
定
（
初
診
料
算
定
不
可
）

　
　
検
査
料
／
処
置
料
等
：
出
来
高
算
定
可
（
新
た
な
眼
疾
病
関
連
）

　
　
＊
 C
L装
用
中
止
し
た
旨
（
カ
ル
テ
、
レ
セ
プ
ト
に
記
載
要
）

［
医
科
点
数
の
解
釈
及
び
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
検
査
料
に
関
す
る
厚
労
省
事
務
連
絡
(平
成
26
年
10
月
10
日
)記
載
内
容
よ
り
］

■
審
査
結
果
に
対
す
る
疑
義

　
①
 医
療
機
関
再
審
査
請
求
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

　
②
 問
い
合
わ
せ
　
　
　
　
（
面
談
廃
止
）

　
　
 →
支
払
基
金
大
阪
照
会
連
絡
先

　
　
 →
国
保
連
合
会
大
阪
事
務

　
※
都
道
府
県
支
部
見
解
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

　
※
日
本
眼
科
医
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
社
会
保
険
Ｑ
＆
Ａ

　
　
日
眼
医
見
解
を
根
拠
と
し
た
個
別
案
件
査
定
へ
の

　
　
異
議
申
立
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。



検
査
料

Ⅱ
．
検
査
料
 

検
査
料

(参
考
）
医
療
D
X
推
進
体
制
整
備
加
算
等
の
見
直
し

4

14 16
15

①
－
1
　
屈
折
検
査
・
矯
正
視
力
検
査
の
併
算
定
［
初
診
時
]

◎
 屈
折
検
査
・
矯
正
視
力
検
査
併
施
時
は
屈
折
傷
病
を
併
記
す
る
。

　
（
例
）
両
調
節
緊
張
症
、
　
両
軽
度
近
視

　
（
例
）
心
因
性
視
力
障
害
、
両
遠
視
性
乱
視
（
正
視
）

◎
 屈
折
傷
病
名
漏
れ
：
査
定
対
象

 　
 調
節
緊
張
症
、
不
同
視
、
心
因
性
視
力
障
害
の
み
の
傷
病
名
で
は

屈
折
検
査
又
は
矯
正
視
力
検
査
の
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
認
め
ら
れ
る
。

＜
療
養
担
当
規
則
＞

　
・
各
種
の
検
査
は

　
　
診
療
上
必
要
な
検
査
項
目
を
患
者
毎
に
選
択
し
、

　
　
段
階
を
踏
ん
で
、

　
　
必
要
最
小
限
の
回
数
で
実
施
す
る
。

　
・
保
険
診
療
と
し
て
請
求
で
き
な
い
も
の

　
　
「
健
康
診
断
を
目
的
と
し
た
検
査
」

　
　
「
結
果
が
治
療
に
反
映
さ
れ
な
い
検
査
」

　
　
「
研
究
目
的
の
検
査
」

＜
注
意
を
要
す
る
検
査
項
目
＞

▶
算
定
要
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
検
査

　
（
例
）
併
算
定
［
屈
折
検
査
と
矯
正
視
力
検
査
］

　
（
例
）
前
眼
部
O
C
T

▶
算
定
可
能
な
組
み
合
わ
せ
が
限
定
さ
れ
て
い
る
検
査

　
（
例
）
ど
ち
ら
か
一
方
［
光
学
的
眼
軸
長
、
超
音
波
（
A
m
od
e)
］

▶
レ
セ
プ
ト
摘
要
欄
へ
の
記
載
事
項
が
定
め
ら
れ
て
い
る
検
査

　
（
例
）
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
感
度
［
術
前
矯
正
視
力
（
0.
7以
上
)］

　
（
例
）
角
膜
形
状
解
析
　
　
［
2D
以
上
の
乱
視
を
示
す
他
覚
所
見
]13
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④
 コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
検
査
料

◎
 屈
折
傷
病
が
必
要
。
同
月
複
数
回
算
定
時
は
詳
記
（
理
由
）
す
る
。

⑤
 ス
リ
ッ
ト
（
生
体
染
色
）

・
画
一
的
セ
ッ
ト
算
定
（
査
定
を
防
ぐ
傷
病
名
付
け
）
は
不
適
当

⑥
 汎
網
膜
硝
子
体
検
査
（
片
側
）

・
適
応
：
増
殖
性
網
膜
症
、
網
膜
硝
子
体
界
面
症
候
群
、
硝
子
体
混
濁
を
伴
う
ぶ
ど
う
膜
炎

・
 ス
リ
ッ
ト
(前
眼
部
及
び
後
眼
部
)、
ス
リ
ッ
ト
(生
体
染
色
)は
所
定
点
数
に
含
ま
れ
る
。

　
 定
型
的
な
傷
病
名
付
け
(片
眼
に
網
膜
硝
子
体
界
面
症
候
群
)の
一
律
的
請
求
は
不
自
然

　
 [汎
網
膜
硝
子
体
検
査
(片
側
)、
細
隙
燈
顕
微
鏡
検
査
(前
眼
部
、
後
眼
部
)＋
眼
底
検
査
(片
側
)]

⑦
 眼
底
検
査
［
保
険
者
側
再
審
査
疑
義
の
多
い
事
項
］

・
前
眼
部
疾
患
及
び
屈
折
異
常
の
み
の
レ
セ
プ
ト
で
は
、

　
算
定
回
数
が
必
要
以
上
に
過
剰
と
な
ら
ぬ
よ
う
留
意
す
る
。

②
 屈
折
薬
剤
負
荷

・
屈
折
検
査
＋
屈
折
薬
剤
負
荷
検
査
は
認
め
ら
れ
な
い
。

・
再
診
時
、
屈
折
薬
剤
負
荷
施
行
（
眼
鏡
処
方
無
し
）
の
場
合

　
屈
折
薬
剤
負
荷
検
査
の
み
を
算
定
。

　
D
26
3矯
正
視
力
検
査
２
（
１
以
外
の
場
合
）
と
の
併
算
定
不
可

　
（
屈
折
検
査
と
矯
正
視
力
検
査
併
算
定
要
件
に
該
当
し
な
い
）

③
 弱
視
又
は
不
同
視
［
６
才
未
満
の
小
児
］

【弱
視
又
は
不
同
視
と
確
定
診
断
さ
れ
た
６
才
未
満
の
小
児
】

・
 眼
鏡
処
方
箋
交
付
を
行
わ
ず
矯
正
視
力
検
査
を
実
施
し
た
場
合
、

D
26
1屈
折
検
査
１
.(６
才
未
満
の
場
合
)＋
小
児
矯
正
視
力
検
査
加
算

　
（
３
ケ
月
に
１
回
に
限
り
算
定
可
）

・
加
算
算
定
時
：
区
分
番
号
D
26
3矯
正
視
力
検
査
は
算
定
不
可

【弱
視
又
は
不
同
視
が
疑
わ
れ
る
６
才
未
満
の
小
児
】

・
D
26
1屈
折
検
査
1.
(６
才
未
満
の
場
合
)と
D
26
3矯
正
視
力
検
査
併
施

　
（
３
ケ
月
に
１
回
に
限
り
併
算
定
可
）

＊
疑
い
病
名
の
長
期
継
続
や
出
没
は
不
自
然
。

＊
診
断
を
確
定
す
る
か
、
該
当
し
な
い
場
合
は
疑
い
病
名
を
中
止
す
る
。

①
－
2
　
屈
折
検
査
と
矯
正
視
力
検
査
の
併
算
定
［
再
診
時
]

◎
 再
診
時
に
初
め
て
併
算
定

　
 併
算
定
日
と
屈
折
傷
病
開
始
日
の
整
合
性
に
注
意
 

　
 併
算
定
日
と
屈
折
傷
病
開
始
日
の
不
整
合
 →
 査
定

◎
 眼
鏡
処
方
箋
交
付
時
に
併
算
定
可

　
 定
型
的
な
複
数
回
眼
鏡
処
方
で
の
併
算
定
 →
 査
定

◎
 眼
内
レ
ン
ズ
手
術
後
１
回
併
算
定
可
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⑯
 眼
底
カ
メ
ラ

・
原
則
と
し
て
眼
底
傷
病
名
等
が
必
要

・
眼
底
カ
メ
ラ
と
O
C
Tの
同
日
併
算
定
は
で
き
な
い
。

・
 眼
底
カ
メ
ラ
、
蛍
光
眼
底
撮
影
、
自
発
蛍
光
撮
影
の
同
日
算
定
不
可

い
ず
れ
か
一
つ
で
の
算
定
と
な
る
。

・
 ビ
デ
オ
プ
リ
ン
ト
や
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
プ
リ
ン
ト
用
紙
の
算
定
は

認
め
ら
れ
な
い
。

(参
考
）
D
２
５
６
－
3
 光
干
渉
断
層
血
管
撮
影
　

・
光
干
渉
断
層
血
管
撮
影
は
患
者
１
人
に
つ
き
月
１
回
算
定
す
る
。

・
 こ
の
検
査
と
合
わ
せ
て
行
っ
た
D
25
6に
掲
げ
る
眼
底
カ
メ
ラ
撮
影
に
係
る
費
用
は

所
点
数
に
含
ま
れ
る
も
の
と
す
る
。

　
D
２
５
６
　
眼
底
カ
メ
ラ
撮
影

　
１
．
通
常
の
方
法
の
場
合
（
ア
ナ
ロ
グ
撮
影
、
デ
ジ
タ
ル
撮
影
）

　
２
．
蛍
光
眼
底
法
の
場
合

　
３
．
自
発
蛍
光
撮
影
法
の
場
合

⑪
 Ig
E
定
性
（
涙
液
）

・
 ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
の
診
断
補
助
を
目
的
と
し
て
判
定
し
た

場
合
に
月
１
回
に
限
り
算
定
で
き
る
。

・
 不
適
当
例
：
小
児
（
０
割
負
担
）
全
例
施
行
、
過
剰
算
定
（
縦
覧
点
検
)

⑫
 ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク

・
診
断
時
１
回
算
定
が
妥
当
。

・
適
応
症
の
明
記
が
必
要
：
流
行
性
角
結
膜
炎
（
そ
の
疑
い
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
急
性
結
膜
炎
の
み
で
は
算
定
不
可
  

⑬
 ア
レ
ル
ギ
ー
の
抗
体
検
査
：
８
項
目
ま
で
が
妥
当
。

⑭
 H
bA
1
c：
糖
尿
病
の
疑
い
で
は
認
め
ら
れ
な
い
。

⑮
 硝
子
体
内
注
射
施
行
前
の
感
染
症
関
連
検
査

　
　
ST
S定
性
、
梅
毒
ト
レ
ポ
ネ
ー
マ
抗
体
定
性

　
　
H
B
s抗
原
、
H
C
V
抗
体
定
性
・
定
量

　
　
摘
要
欄
明
記
：
「
硝
子
体
内
注
射
前
検
査
」

⑧
 角
膜
曲
率
半
径
計
測

・
 初
診
時
に
算
定
し
同
月
２
回
以
上
受
診
し
同
月
再
診
時
に
眼
鏡
処
方

し
た
場
合
、
算
定
回
数
は
１
回
の
み
と
す
る
。

⑨
 角
膜
形
状
解
析
検
査

・
角
膜
曲
率
半
径
計
測
と
の
同
時
算
定
不
可
。

・
白
内
障
術
前
：
根
拠
要
［
他
覚
所
見
（
角
膜
強
弱
主
経
線
屈
折
値
)]

・
定
型
的
な
傷
病
名
付
け
で
の
算
定
は
不
適
切

　
（
不
適
切
例
）
強
度
乱
視

⑩
 角
膜
内
皮
細
胞
顕
微
鏡
検
査

・
白
内
障
手
術
：
術
前
１
回
、
術
後
１
回
（
妥
当
時
期
）
に
算
定
可
。

・
レ
セ
プ
ト
照
合
有
り
（
紹
介
元
医
療
機
関
と
転
送
先
医
療
機
関
）

・
後
発
白
内
障
（
Y
A
G
レ
ー
ザ
ー
）
前
後
：
必
要
性
は
乏
し
い
。
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㉔
 レ
ー
ザ
ー
前
房
蛋
白
細
胞
数
検
査

・
合
併
疾
患
の
無
い
白
内
障
で
は
術
前
に
は
算
定
不
可
。

・
術
後
早
期
（
術
後
１
週
以
内
）
１
回
程
度
の
算
定
が
妥
当
で
あ
る
。

㉕
 コ
ン
ト
ラ
ス
ト
感
度
検
査

・
 空
間
周
波
数
特
性
（
M
TF
）
を
用
い
た
視
機
能
検
査
を
い
い
水
晶
体

混
濁
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
矯
正
視
力
が
良
好
な
患
者
で
あ
っ
て
、

水
晶
体
再
建
術
の
手
術
適
応
の
判
断
が
必
要
な
場
合
に
当
該
手
術
の

前
後
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
１
回
に
限
り
算
定
す
る
。

・
矯
正
視
力
は
（
0.
7）
以
上
。
他
覚
所
見
を
必
ず
詳
記
す
る
。

・
 他
検
査
（
ER
G
、
超
音
波
断
層
検
査
）
と
の
整
合
性
を
欠
く
算
定
は

不
適
切
で
あ
る
。

⑱
 静
的
視
野
と
動
的
視
野
の
同
日
併
算
定
：
原
則
過
剰
と
み
な
さ
れ
る
。

特
別
な
場
合
、
詳
記
を
要
す
る
（
妥
当
性
は
審
査
機
関
判
断
）

自
動
視
野
計
を
用
い
た
検
査
で
エ
ス
タ
ー
マ
ン
視
野
に
つ
い
て
は

両
眼
で
精
密
視
野
検
査
（
片
側
)×
２
を
算
定
す
る
。
 

⑲
 ア
ム
ス
ラ
ー
チ
ャ
ー
ト
：
該
当
の
検
査
点
数
が
な
く
算
定
不
可

⑳
 超
音
波
検
査
（
Ａ
モ
ー
ド
法
）
光
学
的
眼
軸
長
測
定

白
内
障
術
前
で
は
ど
ち
ら
か
一
方
で
の
算
定

㉑
 超
音
波
断
層
撮
影

中
間
透
光
体
混
濁
（
眼
底
が
透
見
可
能
例
で
は
原
則
不
可
）

対
象
：
網
膜
剥
離
、
硝
子
体
疾
患
、
眼
内
腫
瘍
、
眼
窩
疾
患
、
眼
窩
内
異
物

㉒
 細
菌
培
養
（
簡
易
な
も
の
)：
通
常
の
白
内
障
術
前
で
必
要
性
は
乏
し
い
。

㉓
 術
後
の
各
種
検
査

白
内
障
手
術
、
緑
内
障
手
術
、
硝
子
体
手
術
、
硝
子
体
注
射
等
前
後

算
定
回
数
が
必
要
以
上
に
過
剰
と
な
ら
ぬ
よ
う
留
意
す
る
。

⑰
 眼
底
三
次
元
画
像
解
析
（
O
C
T
）

◎
 適
応
症
が
必
要

◎
 算
定
頻
度
［
縦
覧
点
検
]：
過
剰
算
定
不
可

　
（
例
）
緑
内
障
経
過
観
察
で
の
連
月
・
隔
月
算
定

　
（
例
）
加
齢
黄
斑
変
性
（
硝
子
体
内
注
射
の
な
い
場
合
）
で
の
連
月
・
隔
月
算
定

◎
 定
型
的
な
疑
い
病
名
付
け
で
の
一
律
算
定
：
不
可

　
（
例
）
正
常
眼
圧
緑
内
障
疑
い
で
O
C
T算
定
の
明
細
書
件
数
が
非
常
に
多
い

　
（
例
）
白
内
障
術
前
で
黄
斑
症
、
緑
内
障
疑
い
な
ど
傷
病
名
付
け
で
O
C
T算
定
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＜
麻
酔
料
の
通
則
＞

・
 同
一
の
目
的
の
た
め
に
２
以
上
の
麻
酔
を
行
っ
た
場
合
の
麻
酔
料
及
び

神
経
ブ
ロ
ッ
ク
料
は
、
主
た
る
麻
酔
の
所
定
点
数
の
み
に
よ
り
算
定
す
る
。

　
重
複
算
定
は
で
き
な
い
。

・
 医
科
点
数
表
の
麻
酔
料
及
び
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
料
に
掲
げ
る
麻
酔
法
を
別
の

麻
酔
の
補
助
麻
酔
、
強
化
麻
酔
、
又
は
前
処
置
と
し
て
行
っ
た
場
合
の

麻
酔
料
は
、
主
た
る
麻
酔
法
の
所
定
点
数
の
み
を
算
定
す
る
。

・
 麻
酔
料
に
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
表
面
麻
酔
、
浸
潤
麻
酔
又
は
簡
単
な
伝
達

麻
酔
の
費
用
は
、
薬
剤
を
使
用
し
た
と
き
に
限
り
、
薬
剤
料
の
所
定
点
数

の
み
算
定
す
る
。

・
 麻
酔
薬
の
薬
剤
は
、
薬
価
が
15
円
を
超
え
る
場
合
は
、
薬
価
か
ら
15
円
を

控
除
し
た
額
を
1
0
円
で
除
し
て
得
た
点
数
に
つ
き
1
点
未
満
の
端
数
を

切
り
上
げ
て
得
た
点
数
に
１
点
を
加
算
し
て
得
た
点
数
と
す
る
。

＜
眼
処
置
＞

・
簡
易
な
眼
処
置
の
算
定
は
不
可
。
使
用
薬
剤
の
み
算
定
可
。

　
◎
使
用
薬
剤
：
抗
生
剤
及
び
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
程
度

　
◎
薬
剤
量
　
：
点
眼
液
（
片
眼
0.
2m
l)
、
眼
軟
膏
（
片
眼
0.
2g
)

　
※
皮
膚
科
軟
膏
処
置
に
つ
い
て
、
使
用
薬
剤
は
算
定
で
き
る
が
、

　
　
処
置
料
は
算
定
不
可
。

　
※
角
膜
化
学
腐
食
な
ど
の
持
続
洗
眼
や
、
眼
帯
を
必
要
と
す
る
場
合

　
　
は
処
置
料
算
定
可
。
(眼
帯
施
行
な
ど
の
詳
記
要
）

　
◎
手
術
に
係
る
同
一
眼
へ
の
処
置
算
定
不
可
。

＜
睫
毛
抜
去
＞

・
 多
数
抜
去
（
５
～
６
本
以
上
）
は
上
下
、
左
右
に
つ
い
て
処
置
す
る

場
合
で
も
１
日
１
回
と
す
る
。
少
な
い
場
合
は
少
数
で
算
定
。

・
同
月
内
算
定
回
数
の
過
剰
に
留
意
す
る
。

・
明
細
書
の
大
多
数
に
睫
毛
抜
去
算
定
が
あ
る
の
は
不
自
然
。

＜
術
後
創
傷
処
置
＞

・
内
眼
手
術
後
（
白
内
障
、
緑
内
障
、
網
膜
硝
子
体
等
）

　
術
後
早
期
に
片
眼
１
～
３
回
程
度
で
の
算
定
が
許
容
範
囲
内
。

・
外
眼
部
手
術
後

　
術
後
早
期
に
１
回
程
度
の
算
定
が
妥
当
で
あ
る
。

㉖
 中
心
フ
リ
ッ
カ
ー
試
験

・
視
神
経
疾
患
や
外
傷
性
神
経
症
等
の
傷
病
が
必
要
。

・
視
神
経
炎
（
疑
い
）
等
「
疑
い
病
名
」
が
多
数
あ
る
の
は
不
自
然
。

㉗
 前
眼
部
O
C
T

・
 急
性
緑
内
障
発
作
を
疑
う
狭
隅
角
又
は
角
膜
移
植
後
の
患
者
に
対
し

患
者
１
人
に
つ
き
月
１
回
に
限
り
算
定
す
る
。

・
単
な
る
狭
隅
角
、
閉
塞
隅
角
症
で
の
算
定
は
不
可
。

㉘
 涙
液
層
や
マ
イ
ボ
ー
ム
腺
の
検
査
機
器

・
保
険
収
載
さ
れ
て
い
な
い
。
振
替
請
求
は
禁
止
事
項



手
術
料

Ⅴ
．
手
術
料
・
注
射
料

手
術
料

麻
酔
料

9

34 36
3533

・
 眼
粘
弾
性
物
質
や
眼
灌
流
液
は
添
付
文
書
適
応
を
遵
守
の
う
え

使
用
量
に
も
留
意
す
る
。

・
増
殖
性
硝
子
体
網
膜
症
手
術
算
定
で
は
詳
記
を
要
す
る
。

・
網
膜
光
凝
固
術
（
特
殊
な
も
の
）
は
適
応
に
留
意
す
る
。

・
 同
一
手
術
野
複
数
手
術
の
特
例
（
硝
子
体
手
術
+
白
内
障
手
術
、

緑
内
障
手
術
＋
白
内
障
手
術
等
）
は
適
応
を
遵
守
し
適
正
に
実
施

す
る
。
 

・
眼
瞼
皮
膚
腫
瘍
：
皮
膚
（
皮
下
）
腫
瘍
摘
出
術
で
算
定
す
る

・
眼
瞼
下
垂
手
術
：
美
容
的
手
術
は
保
険
請
求
で
き
な
い

・
マ
イ
ボ
ー
ム
腺
梗
塞
：
単
な
る
圧
出
だ
け
で
の
切
開
摘
出
算
定
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
連
月
算
定
は
不
適
当

・
麦
粒
腫
・
霰
粒
腫
：
傷
病
名
誤
り
・
手
術
部
位
不
一
致
に
注
意

・
巨
大
霰
粒
腫
：
瞼
板
切
除
術
（
大
多
数
の
算
定
は
不
自
然
）

・
糸
状
角
膜
炎
：
角
膜
強
膜
異
物
除
去
術
で
算
定
で
き
る
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
膜
潰
瘍
掻
爬
術
で
の
算
定
は
不
可
。

・
角
膜
異
物
除
去
：
後
日
錆
除
去
は
一
連
と
し
て
取
り
扱
う

・
角
膜
潰
瘍
掻
爬
術
：
角
膜
深
層
異
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
数
の
算
定
は
不
自
然

・
手
術
時
、
硝
子
体
内
注
射
時
に
P
A
ヨ
ー
ド
算
定
可

＜
麻
酔
薬
剤
・
標
準
使
用
量
＞

　
点
眼
麻
酔
：
ベ
ノ
キ
シ
ー
ル
点
眼
　
1.
0m
l 程
度

　
　
　
　
　
　
４
%
キ
シ
ロ
カ
イ
ン
　
1.
0m
l 程
度

　
球
後
麻
酔
：
２
％
キ
シ
ロ
カ
イ
ン
　
5.
0m
l 程
度

＜
そ
の
他
＞

・
 通
常
の
白
内
障
手
術
で
は
低
濃
度
笑
気
ガ
ス
吸
入
に
よ
る
鎮
静
法

併
用
の
必
要
性
は
乏
し
い
。



手
術
料

手
術
料

手
術
料

(参
考
）
同
一
手
術
野
の
複
数
手
術

10

選
定
療
養
：
多
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
を
用
い
た
水
晶
体
再
建
術

38 40
3937

再
手
術
の
請
求

医
療
機
関
：
再
手
術
時
は
明
細
書
の
詳
記
記
載
は
必
須
で
あ
る
。

審
査
機
関
：
返
戻
で
の
詳
細
確
認
（
臨
床
経
緯
や
手
術
記
録
）

　
　
　
　
　
個
々
の
明
細
書
で
慎
重
に
審
査
さ
れ
て
い
る
。

支
払
い
側
：
 再
手
術
請
求
で
は
詳
記
記
載
が
あ
っ
て
も
再
審
査
疑
義
が

必
ず
生
じ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
 

　
　
　
　
　
（
例
）
硝
子
体
手
術
後
の
再
手
術

　
　
　
　
　
（
例
）
緑
内
障
（
濾
過
手
術
）
後
の
濾
過
泡
再
建
術

「
同
一
手
術
野
又
は
同
一
病
巣
」
に
お
い
て
、
２
つ
以
上
の
手
術
を
同
時
に

行
っ
た
場
合
の
費
用
は
「
主
た
る
手
術
」
の
所
定
点
数
の
み
を
算
定
す
る
。

「
同
一
手
術
野
又
は
同
一
病
巣
」
と
は
、
原
則
と
し
て
、
同
一
皮
切
に
よ
り

行
い
得
る
範
囲
を
い
う
。

眼
球
の
手
術
（
第
１
節
手
術
料
第
４
款
眼
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
）
に
つ
い

て
は
、
片
眼
を
同
一
手
術
野
と
し
て
取
り
扱
う
。

「
主
た
る
手
術
」
と
は
、
所
定
点
数
及
び
注
に
よ
る
加
算
点
数
を
合
算
し
た

点
数
の
高
い
手
術
を
い
う
。

「
特
例
」
と
し
て
複
数
手
術
算
定
が
認
め
ら
れ
て
い
る
組
み
合
わ
せ
で
は
、

高
い
点
数
の
手
術
が
主
た
る
手
術
と
な
る
。

「
主
た
る
手
術
（
高
い
点
数
)」
10
0%
＋
「
従
た
る
手
術
」
50
%
を
算
定
す
る
。

K
2
7
6
　
網
膜
光
凝
固
術

1
．
通
常
の
も
の
［
一
連
に
つ
き
］

　
　
網
膜
裂
孔
*、
網
膜
円
孔
、
糖
尿
病
網
膜
症
へ
の
直
接
法
、
中
心
性
網
脈
絡
膜
症

　
　
網
膜
静
脈
分
岐
閉
塞
症
、
網
膜
細
動
脈
瘤
（
滲
出
型
）
な
ど
必
要
性
の
あ
る
疾
患

　
＊
網
膜
剥
離
裂
孔
と
い
う
病
名
は
使
用
し
な
い
。

　
◎
  網
膜
裂
孔
周
囲
の
限
局
的
軽
度
網
膜
剥
離
を
含
め
て
レ
ー
ザ
ー
で
囲
ん
だ

場
合
は
網
膜
光
凝
固
（
通
常
）
で
の
算
定
が
妥
当
で
あ
る
。

2
．
そ
の
他
の
特
殊
な
も
の
［
一
連
に
つ
き
］

　
　
適
応
：
 裂
孔
原
性
網
膜
剥
離
、
円
板
状
黄
斑
変
性
症
、
未
熟
児
網
膜
症
、

　
　
　
　
　
網
膜
中
心
静
脈
閉
塞
症
に
よ
る
黄
斑
浮
腫
及
び
類
嚢
胞
黄
斑
浮
腫
、

　
　
　
　
　
糖
尿
病
網
膜
症
に
対
す
る
汎
網
膜
光
凝
固
を
行
っ
た
場
合

　
◎
  算
定
時
は
適
応
や
施
行
（
予
定
）
日
、
照
射
内
容
（
範
囲
や
照
射
数
）
を

詳
記
し
汎
網
膜
光
凝
固
で
あ
る
こ
と
の
他
覚
的
根
拠
を
明
細
書
に
示
す
こ
と
。

　
◎
 一
連
：
治
療
対
象
疾
患
に
対
し
初
期
目
的
を
達
す
る
ま
で
に
行
う
一
連
の
治
療
経
過

医
療
機
関

審
査
機
関

支
払
い
側

→
→



Ⅵ
－
１
．
投
薬
料
［
注
意
事
項
]

Ⅵ
．
投
薬
料

(参
考
）
硝
子
体
内
注
射

(参
考
）
硝
子
体
内
注
射

11

42 44
4341

療
養
担
当
規
則
［
診
療
の
具
体
的
方
針
（
第
2
0
条
２
)］

・
投
薬
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
行
う
。
 

・
 同
一
の
投
薬
は
、
み
だ
り
に
反
復
せ
ず
、
症
状
の
経
過
に
応
じ
て

投
薬
内
容
を
変
更
す
る
等
の
考
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
 注
射
は
、
経
口
投
与
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
又
は
経
口
投
与

に
よ
っ
て
は
治
療
の
効
果
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
等
に

行
う
。

・
投
薬
・
注
射
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
後
発
医
薬
品
の
使
用
を
考
慮
す
る
。

算
定
時
の
注
意

感
染
症
検
査
：
｢硝
子
体
内
注
射
前
検
査
」
と
摘
要
欄
に
記
載
す
る
。

　
　
　
　
　
　
ST
S定
性
、
梅
毒
ト
レ
ポ
ネ
ー
マ
抗
体
定
性
、

　
　
　
　
　
　
H
B
s抗
原
、
H
C
V
抗
体
定
性
・
定
量

消
毒
薬
剤
：
P
A
ヨ
ー
ド
（
1
～
5
m
l程
度
を
希
釈
し
使
用
）

麻
酔
薬
剤
：
４
%
キ
シ
ロ
カ
イ
ン
点
眼
液
　
1
m
l程
度

処
置
薬
剤
：
抗
菌
点
眼
液
 0
.2
m
l、
抗
菌
眼
軟
膏
 0
.2
g

　
　
　
　
　
　
眼
帯
処
置
は
算
定
不
可

注
射
後
処
方
：
抗
菌
点
眼
液
（
内
服
薬
は
不
可
）

１
．
注
意
事
項

２
．
投
薬
量

３
．
突
合
点
検

＊
薬
剤
適
応
症
（
薬
剤
添
付
文
書
記
載
）
の
明
記
が
必
要
と
な
る
。

＊
薬
剤
添
付
文
書
記
載
の
投
与
間
隔
遵
守
［
最
短
投
与
間
隔
：
４
週
］

＊
薬
剤
変
更
の
場
合
は
理
由
を
詳
記
す
る
。
変
更
後
の
薬
剤
投
与
間
隔
で
施
行
可
。

20
25
年
３
月
現
在

ア
イ
リ
ー
ア

ル
セ
ン
テ
ィ
ス
ラ
ニ
ビ
ズ
マ
ブ

B
S

バ
ビ
ー
ス
モ

薬 剤 添 付 文 書 適 応 症

中
心
窩
脈
絡
膜
新
生
血
管

を
伴
う
加
齢
黄
斑
変
性

○
○

○
○

網
膜
静
脈
閉
塞
症
に
伴
う

黄
斑
浮
腫

○
○

○
○

病
的
近
視
に
お
け
る

脈
絡
膜
新
生
血
管

○
○

○

糖
尿
病
黄
斑
浮
腫

○
○

○
○

血
管
新
生
緑
内
障

○

未
熟
児
網
膜
症

○
○

注
射
の
投
与
間
隔

1
ヶ
月
以
上

1
ヶ
月
以
上

1
ヶ
月
以
上

４
週
以
上



投
薬
［
注
意
事
項
]

投
薬
［
注
意
事
項
]

投
薬
［
注
意
事
項
]

投
薬
［
注
意
事
項
]

12

46 48
4745

◉
 術
前
点
眼
（
眼
科
周
術
期
無
菌
化
療
法
）

術
前
の
抗
生
剤
点
眼
液
投
与
は
コ
メ
ン
ト
が
必
要

※
こ
の
場
合
、
処
方
箋
料
は
算
定
で
き
な
い
。

◉
 白
内
障
術
後
の
点
眼
液

長
く
て
も
３
カ
月
以
内
が
基
準
と
な
る
。

※
こ
の
場
合
、
白
内
障
術
後
の
コ
メ
ン
ト
記
載
が
必
要
。

※
他
院
で
手
術
施
行
の
場
合
、
手
術
日
を
詳
記
す
る
。

・
似
た
名
称
の
薬
剤
 →
 入
力
ミ
ス
に
注
意
す
る
。

（
例
）
レ
ボ
カ
バ
ス
チ
ン
点
眼
液
と
レ
ボ
フ
ロ
キ
サ
シ
ン
点
眼
液

・
同
効
成
分
薬
剤
の
併
用
投
与
は
不
可

（
例
）
コ
ソ
プ
ト
点
眼
液
（
配
合
剤
）
と
β
遮
断
剤
点
眼
液
の
同
一
眼
併
用

（
例
）
ア
レ
ジ
オ
ン
眼
瞼
ク
リ
ー
ム
と
エ
ピ
ナ
ス
チ
ン
塩
酸
塩
点
眼
併
用

・
疑
い
病
名
の
ま
ま
で
は
投
薬
不
可

（
例
）
正
常
眼
圧
緑
内
障
（
疑
い
）
で
の
投
薬
不
可
。

（
例
）
流
行
性
角
結
膜
炎
（
疑
い
）
で
の
投
薬
不
可
。

・
薬
剤
添
付
文
書
に
留
意
し
適
応
症
を
記
載
す
る
。

・
 薬
価
基
準
に
収
載
さ
れ
て
い
る
医
薬
品
を
、
医
薬
品
医
療
機
器
等

法
承
認
事
項
（
効
能
・
効
果
、
用
法
・
用
量
、
禁
忌
等
）
の
範
囲
内

で
使
用
し
た
場
合
に
保
険
適
用
と
な
る
。

・
 経
口
と
注
射
の
両
方
が
選
択
可
能
な
場
合
は
、
経
口
投
与
を
第
一
選
択

と
す
る
。

・
 抗
菌
薬
等
は
、
抗
菌
ス
ペ
ク
ト
ル
を
十
分
に
考
慮
し
、
適
宜
薬
剤

感
受
性
検
査
を
行
い
、
漫
然
と
投
与
し
な
い
よ
う
注
意
す
る
。

・
新
薬
の
場
合
、
処
方
本
数
規
制
に
注
意
す
る
。
 

＊
適
応
外
投
与

（
不
適
切
例
）
ム
コ
ス
タ
点
眼
液
U
D
：
角
結
膜
び
ら
ん
の
み
で
投
与

（
不
適
切
例
）
 眼
科
適
応
症
の
な
い
ジ
ス
ロ
マ
ッ
ク
錠
剤
を
麦
粒
腫
に
投
与

＊
用
法
外
投
与

（
不
適
切
例
）
胃
潰
瘍
治
療
薬
(ピ
ロ
リ
菌
適
応
)：
佐
薬
と
し
て
投
与

＊
禁
忌
投
与

（
不
適
切
例
）
エ
イ
ベ
リ
ス
点
眼
液
　
眼
内
レ
ン
ズ
挿
入
眼
、
無
水
晶
体
眼

エ
イ
ベ
リ
ス
ミ
ニ
点
眼
液
　
(片
眼
の
み
該
当
す
る
場
合
も
禁
忌
)

＊
長
期
漫
然
投
与

（
不
適
切
例
）
抗
菌
点
眼
液
：
急
性
疾
患
(古
い
発
症
日
)へ
の
漫
然
投
与



Ⅵ
－
２
．
投
薬
［
投
薬
量
]

《参
考
》
混
合
診
療

《参
考
》
保
険
外
併
用
療
養

13

50 52
5149

投
薬
量

＊
療
養
担
当
規
則

　
 『
投
薬
量
は
予
見
す
る
こ
と
が
出
来
る
必
要
期
間
に
従
っ
た
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
内
服
薬
及
び
外
用
薬

（
点
眼
液
、
眼
軟
膏
等
）
に
つ
い
て
は
、
１
回
1
4
日
分
、
3
0
日
分

ま
た
は
90
日
分
を
限
度
と
す
る
。
』

＊
 白
内
障
、
緑
内
障
、
ド
ラ
イ
ア
イ
、
眼
精
疲
労
の
点
眼
液
で
処
方

本
数
が
過
剰
と
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
注
意
す
る
。

｢保
険
外
併
用
療
養
」

①
評
価
療
養
　
　
：
 先
進
医
療
な
ど
保
険
給
付
の
対
象
と
す
べ
き
か

ど
う
か
を
評
価
す
る
必
要
の
あ
る
高
度
な
医
療
技

術
を
用
い
た
療
養
。
医
薬
品
、
医
療
機
器
の
治
験
等
。

②
選
定
療
養
　
　
：
保
険
導
入
を
前
提
と
し
な
い
保
険
外
併
用
療
養
制
度
。

　
　
　
　
　
　
　
　
 被
保
険
者
の
選
定
に
関
連
す
る
特
別
病
室
（
差
額

ベ
ッ
ド
費
)、
そ
の
他
（
制
限
回
数
を
超
え
る
医

療
行
為
、
大
病
院
の
初
診
）
多
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ

③
患
者
申
出
療
養
：
 将
来
的
に
保
険
適
応
を
目
指
す
た
め
計
画
が
た
て

ら
れ
る
療
養
。

　
　
　
　
　
　
　
　
 遺
伝
子
パ
ネ
ル
検
査
結
果
に
基
づ
く
分
子
的
標
的

治
療
等

混
合
診
療
（
禁
止
事
項
）
≠
　
保
険
外
併
用
療
養

　
○
混
合
診
療
：
保
険
診
療
と
保
険
外
診
療
を
合
わ
せ
て
行
う
。

　
○
 無
制
限
に
認
め
る
と
保
険
外
負
担
を
患
者
に
求
め
る
こ
と
が
一
般

化
し
、
医
学
的
・
科
学
的
根
拠
の
な
い
特
殊
医
療
を
助
長
す
る
。

　
○
 混
合
診
療
は
保
険
診
療
給
付
範
囲
を
制
限
し
患
者
負
担
が
増
え
て

も
構
わ
な
い
と
い
う
考
え
に
基
づ
く
。

　
○
 所
得
や
資
産
の
多
寡
に
よ
り
受
け
ら
れ
る
医
療
に
差
を
つ
け
る

も
の
で
あ
り
日
本
の
皆
保
険
制
度
を
崩
壊
さ
せ
る
。

＊
長
期
収
載
医
薬
品
の
選
定
療
養
（
令
和
６
年
1
0
月
～
）



投
薬
［
突
合
点
検
]

投
薬
［
投
薬
量
]

Ⅵ
－
３
．
投
薬
［
突
合
点
検
]

保
険
者
(支
払
い
)側
か
ら
の
疑
義
事
項
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●
 抗
菌
点
眼
液

　
・
薬
剤
適
応
症
の
漏
れ
が
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

　
・
 発
症
日
が
非
常
に
古
い
急
性
疾
患
で
の
投
薬
は
疑
義
が
生
じ
る
。

　
　
耐
性
菌
発
現
の
問
題
も
あ
る
。
古
い
傷
病
名
→
転
帰
（
中
止
、
治
癒
)

　
・
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
の
み
で
の
投
薬
は
査
定
（
適
応
外
）
と
な
る
。

●
 抗
ア
レ
ル
ギ
ー
点
眼
液
 

　
・
適
応
症
（
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
）
の
明
記
が
必
要
。

　
・
結
膜
炎
で
は
不
適
当
［
支
払
い
側
の
納
得
が
得
ら
れ
な
い
］

　
・
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
点
眼
液
は
原
則
１
種
類
が
妥
当
。

●
 パ
ピ
ロ
ッ
ク
ミ
ニ
点
眼
液

　
・
適
応
傷
病
名
：
春
季
カ
タ
ル

　
・
春
季
カ
タ
ル
の
件
数
が
極
端
に
多
い
の
は
不
自
然
。

◎
 薬
剤
適
応
症
［
病
名
漏
れ
で
の
査
定
（
複
点
不
可
)］

（
診
療
報
酬
が
支
払
わ
れ
る
条
件
）

　
①
 保
険
医
が

　
②
 保
険
医
療
機
関
に
お
い
て

　
③
  健
康
保
険
法
、
医
師
法
、
医
療
法
、
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
の

各
種
関
係
法
令
の
規
定
を
遵
守
し

　
④
『
療
養
担
当
規
則
』
の
規
定
を
遵
守
し

　
⑤
 医
学
的
に
妥
当
適
切
な
診
療
を
行
い

　
⑥
 診
療
報
酬
点
数
表
に
定
め
ら
れ
た
と
お
り
に
請
求
を
行
っ
て
い
る

点
眼
液
の
１
滴
量

　
点
眼
液
１
滴
量
 ＝
 約
50
μ
l（
0.
05
m
l）

　
［
変
動
要
因
：
薬
液
性
質
（
粘
度
・
表
面
張
力
)、
容
器
形
状
（
中
栓
)、
点
眼
方
法
（
点
眼
角
度
)]

点
眼
液
１
本
あ
た
り
の
滴
数

　
点
眼
液
（
5.
0m
l)
：
１
本
 ＝
 約
10
0滴

　
点
眼
液
（
2.
5m
l)
：
１
本
 ＝
 約
  5
0滴

点
眼
液
（
5
m
l）
１
本
あ
た
り
の
日
数
［
単
純
計
算
の
場
合
］

点
眼
回
数
／
日

点
眼
液
(５
m
l)
１
本
の
日
数

両
眼
６
回
／
日

8.
3
日
分

両
眼
４
回
／
日

12
.5
日
分

両
眼
３
回
／
日

16
.6
日
分

両
眼
２
回
／
日

25
.0
日
分

◎
点
眼
液
処
方
の
標
準
量

点
眼
回
数

30
日
分
［
約
１
ヶ
月
分
］（
お
お
よ
そ
の
目
安
）

標
準
量

具
体
例

両
眼
　
　
１
回
／
日

5m
l程
度

P
G
関
連
薬
(2
.5
m
l)

２
本
程
度

両
眼
　
　
２
回
／
日

10
m
l程
度

コ
ソ
プ
ト
配
合
点
眼
液
(5
m
l)

２
本
程
度

両
眼
３
～
４
回
／
日

10
～
15
m
l程
度

ジ
ク
ア
ス
LX
点
眼
液
3％
(5
m
l)

カ
タ
リ
ン
K
点
眼
液
(1
5m
l)

２
～
３
本
程
度

１
本
(３
週
)程
度

両
眼
　
　
６
回
／
日

15
～
20
m
l程
度

0.
1％
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
N
a点
眼
液

３
～
４
本
程
度

◎
そ
の
他
（
ミ
ニ
製
剤
等
）
 

※
日
数
［
療
養
担
当
規
則
範
囲
内
］

　
　
ム
コ
ス
タ
点
眼
液
U
D

　
　
ヒ
ア
レ
イ
ン
ミ
ニ
点
眼
液
　
１
日
の
必
要
本
数
 ×
 日
数

　
　
イ
ン
タ
ー
ル
点
眼
液
U
D



投
薬
［
突
合
点
検
]

投
薬
［
突
合
点
検
]

投
薬
［
突
合
点
検
]

Ⅶ
．
特
掲
診
療
料
・
医
学
管
理
料
等

在
宅
療
養
指
導
管
理
料
　

15
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①
  コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
検
査
料
を
算
定
し
た
患
者
が
診
療
録
の
保
存

期
間
で
あ
る
５
年
以
内
に
、
他
の
疾
患
で
受
診
し
た
場
合
も
再
診
と

な
る
。

　
※
  ５
年
以
上
経
過
し
た
場
合
は
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
過
去

の
受
診
が
確
認
で
き
な
い
た
め
、
初
診
料
を
算
定
で
き
る
。
(厚

生
労
働
省
Ｑ
＆
Ａ
）

②
 他
病
院
に
て
入
院
中
の
患
者
の
病
院
外
で
の
投
薬
に
つ
い
て
注
意
。

●
 抗
V
E
G
F薬

　
・
適
応
症
（
薬
剤
添
付
文
書
記
載
）
を
明
記
す
る
。

　
　
（
例
）
×
糖
尿
病
黄
斑
症
　
→
 ◯
糖
尿
病
黄
斑
浮
腫

　
　
　
　
　
×
黄
斑
変
性
　
　
　
→
 ◯
加
齢
黄
斑
変
性

　
・
糖
尿
病
網
膜
症
、
網
膜
静
脈
分
岐
閉
塞
症
の
み
で
は
不
可
。

　
・
注
射
間
隔
（
添
付
文
書
記
載
）
の
厳
守
（
前
倒
し
施
行
不
可
）

●
 ヒ
ア
レ
イ
ン
ミ
ニ
点
眼
液
：
適
応
は
シ
ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群
と

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
症
候
群

●
 ム
コ
ス
タ
点
眼
液
U
D
　
 ：
適
応
は
ド
ラ
イ
ア
イ

角
結
膜
の
傷
病
名
の
み
で
は
不
可

●
 ム
コ
ス
タ
点
眼
液
U
D
と

 　
ジ
ク
ア
ス
（
LX
）
点
眼
液
の
併
用
　
症
例
に
よ
っ
て
は
併
用
可

●
 非
ス
テ
ロ
イ
ド
性
　
ド
ラ
イ
ア
イ
へ
の
有
効
性
の
根
拠
は
乏
し
い

 　
抗
炎
症
点
眼
液

●
 タ
プ
ロ
ス
ミ
ニ
点
眼
液
　
適
応
は
角
膜
上
皮
障
害
を
伴
う
も
の

 　
コ
ソ
プ
ト
ミ
ニ
点
眼
液
　
塩
化
ベ
ン
ザ
ル
コ
ニ
ウ
ム
過
敏
症

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
あ
る
い
は
そ
の
疑
い
の
あ
る
も
の
）

●
 エ
イ
ベ
リ
ス
点
眼
液
　
　
　
禁
忌
（
 無
水
晶
体
眼
、
眼
内
レ
ン
ズ
挿

入
眼
)

 　
エ
イ
ベ
リ
ス
ミ
ニ
点
眼
液
　
禁
忌
（
タ
フ
ル
プ
ロ
ス
ト
投
与
中
の
患
者
)

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
眼
の
み
該
当
す
る
場
合
も
禁
忌

●
  眼
圧
下
降
点
眼
液
を
併
用
処
方
時
は
薬
理
学
的
作
用
点
が
同
じ
薬
剤

を
選
択
し
て
は
な
ら
な
い
。
配
合
点
眼
液
処
方
時
に
は
同
系
統
の
薬

剤
が
含
ま
れ
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。
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C
0
0
0
　
往
診
料
に
関
す
る
留
意
点

・
 患
者
を
定
期
的
に
訪
問
し
て
診
療
を
行
っ
た
場
合
に
算
定
す
る
の
は

在
宅
患
者
訪
問
診
療
料
で
あ
り
、
往
診
料
で
は
な
い
。

・
 往
診
料
は
、
患
者
又
は
家
族
等
患
者
の
看
護
等
に
当
た
る
者
が
、

保
険
医
療
機
関
に
対
し
、
電
話
等
で
直
接
往
診
を
求
め
、
当
該
保
険

医
療
機
関
の
医
師
が
往
診
の
必
要
性
を
認
め
た
場
合
に
、
可
及
的

速
や
か
に
患
家
に
赴
き
診
療
を
行
っ
た
場
合
に
算
定
で
き
る
も
の
で

あ
り
、
定
期
的
な
い
し
計
画
的
に
患
家
又
は
他
の
保
険
医
療
機
関
に

赴
い
て
診
療
を
行
っ
た
場
合
に
は
算
定
で
き
な
い
。

 
［
近
畿
厚
生
局
　
集
団
的
個
別
指
導
資
料
よ
り
］

B
0
0
9
　
診
療
情
報
提
供
料
（
Ⅰ
)

・
 保
険
医
療
機
関
が
、
診
療
に
基
づ
き
他
の
機
関
で
の
診
療
の
必
要

性
等
を
認
め
、
患
者
に
説
明
し
、
そ
の
同
意
を
得
て
当
該
機
関
に

対
し
て
、
診
療
状
況
を
示
す
文
書
を
添
え
て
患
者
の
紹
介
を
行
っ
た

場
合
に
算
定
す
る
。

・
 紹
介
に
当
た
っ
て
は
、
事
前
に
紹
介
先
の
機
関
と
調
整
の
上
、
紹
介

先
機
関
ご
と
に
定
め
る
様
式
又
は
こ
れ
に
準
じ
た
様
式
の
文
書
に

必
要
事
項
を
記
載
し
、
患
者
又
は
紹
介
先
の
機
関
に
交
付
す
る
。

・
 交
付
し
た
文
書
の
写
し
を
診
療
録
に
添
付
す
る
と
と
も
に
、
診
療

情
報
の
提
供
先
か
ら
の
当
該
患
者
に
係
る
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
は
、

懇
切
丁
寧
に
対
応
す
る
も
の
と
す
る
。

 
［
近
畿
厚
生
局
　
集
団
的
個
別
指
導
資
料
よ
り
］

ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

63
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薬
剤

区
分

限
定
出
荷
医
薬
品
［
眼
科
関
連
]

製
造
販
売
会
社
名

製
造
販
売
業
者
の

｢出
荷
対
応
」
の
状
況

限
定
出
荷
／
供
給
停
⽌
の
理
由

限
定
出
荷
の
解
除
⾒
込
み
／

供
給
停
⽌
の
解
消
⾒
込
み

限定
出荷

の解
除⾒

込み
時期

／
供給

停⽌
の解

消⾒
込み

時期
／

販売
中⽌

品の
在庫

消尽
時期

製
造
販
売
業
者
の

｢出
荷
量
」の

状
況

報
告
⽇
／

情
報
更
新
⽇

外
⽤
薬

ス
テ
ロ
イ
ド
製
剤
点
眼
液

サ
ン
テ
ゾ
ー
ン
点
眼
液
（
0.
02
％
）

参
天

限
定
出
荷
（
⾃
社
の
事
情
）

そ
の
他
の
理
由

未
定

未
定

出
荷
量
通
常

20
25
年
１
⽉
27
⽇

外
⽤
薬

ス
テ
ロ
イ
ド
製
剤
点
眼
液

サ
ン
テ
ゾ
ー
ン
点
眼
液
（
0.
1％

）
参
天

限
定
出
荷
（
⾃
社
の
事
情
）

そ
の
他
の
理
由

未
定

未
定

出
荷
量
通
常

20
25
年
１
⽉
27
⽇

外
⽤
薬

ス
テ
ロ
イ
ド
製
剤
点
眼
液

ビ
ジ
ュ
ア
リ
ン
点
眼
液
0.
02
％

千
寿

限
定
出
荷
（
⾃
社
の
事
情
）

そ
の
他
の
理
由

未
定

出
荷
量
通
常

20
24
年
11
⽉
５
⽇

外
⽤
薬

ス
テ
ロ
イ
ド
製
剤
点
眼
液

ビ
ジ
ュ
ア
リ
ン
点
眼
液
0.
05
％

千
寿

限
定
出
荷
（
⾃
社
の
事
情
）

そ
の
他
の
理
由

未
定

出
荷
量
通
常

20
24
年
11
⽉
５
⽇

外
⽤
薬

ス
テ
ロ
イ
ド
製
剤
点
眼
液

ビ
ジ
ュ
ア
リ
ン
眼
科
⽿
⿐
科
⽤
液
0.
1％

千
寿

限
定
出
荷
（
⾃
社
の
事
情
）

そ
の
他
の
理
由

未
定

出
荷
量
通
常

20
24
年
11
⽉
５
⽇

外
⽤
薬

ス
テ
ロ
イ
ド
製
剤
点
眼
液

D・
E・

X点
眼
液
0.
02
％
「
ニ
ッ
ト
ー
」

⽇
東
メ
デ
ィ
ッ
ク

限
定
出
荷
（
他
社
品
の
影
響
）
需
要
増

未
定

未
定

出
荷
量
通
常

20
24
年
１
⽉
11
⽇

外
⽤
薬

ス
テ
ロ
イ
ド
製
剤
点
眼
液

D・
E・

X点
眼
液
0.
05
％
「
ニ
ッ
ト
ー
」

⽇
東
メ
デ
ィ
ッ
ク

限
定
出
荷
（
他
社
品
の
影
響
）
需
要
増

未
定

未
定

出
荷
量
通
常

20
24
年
１
⽉
11
⽇

外
⽤
薬

ス
テ
ロ
イ
ド
製
剤
点
眼
液

D・
E・

X点
眼
液
0.
1％

「
ニ
ッ
ト
ー
」

⽇
東
メ
デ
ィ
ッ
ク

限
定
出
荷
（
他
社
品
の
影
響
）
需
要
増

未
定

未
定

出
荷
量
通
常

20
24
年
１
⽉
11
⽇

外
⽤
薬

ス
テ
ロ
イ
ド
製
剤
点
眼
液

リ
ン
デ
ロ
ン
点
眼
液
0.
01
％

シ
オ
ノ
ギ
フ
ァ
ー
マ

限
定
出
荷
（
他
社
品
の
影
響
）
需
要
増

未
定

出
荷
量
通
常

20
25
年
１
⽉
９
⽇

外
⽤
薬

ス
テ
ロ
イ
ド
製
剤
点
眼
液

リ
ン
デ
ロ
ン
点
眼
・
点
⽿
・
点
⿐
液
0.
1％

シ
オ
ノ
ギ
フ
ァ
ー
マ

限
定
出
荷
（
他
社
品
の
影
響
）
需
要
増

未
定

出
荷
量
通
常

20
25
年
１
⽉
９
⽇

外
⽤
薬

ス
テ
ロ
イ
ド
製
剤
点
眼
液

ベタ
メタ

ゾン
リン

酸
エス

テル
Na
・P

F眼
⽿
⿐
科
⽤液

0.1
％「

⽇点
」
ロ
ー
ト
ニ
ッ
テ
ン

限
定
出
荷
（
他
社
品
の
影
響
）
需
要
増

未
定

未
定（

他
社
解
除
次
第
検
討
)
出
荷
量
通
常

20
25
年
１
⽉
７
⽇

外
⽤
薬

ス
テ
ロ
イ
ド
製
剤
点
眼
液

サ
ン
ベ
タ
ゾ
ン
眼
⽿
⿐
科
⽤
液
0.
1％

参
天

限
定
出
荷
（
⾃
社
の
事
情
）

そ
の
他
の
理
由

未
定

未
定

出
荷
量
減
少

20
25
年
１
⽉
27
⽇

外
⽤
薬

ス
テ
ロ
イ
ド
製
剤
点
眼
液

リ
ノ
ロ
サ
ー
ル
眼
科
⽿
⿐
科
⽤
液
0.
1％

わ
か
も
と

限
定
出
荷
（
他
社
品
の
影
響
）
需
要
増

未
定

出
荷
量
増
加

20
24
年
10
⽉
10
⽇

外
⽤
薬

ス
テ
ロ
イ
ド
製
剤
点
眼
液

点
眼
・
点
⿐
⽤
リ
ン
デ
ロ
ン
A液

シ
オ
ノ
ギ
フ
ァ
ー
マ

限
定
出
荷
（
⾃
社
の
事
情
）

そ
の
他
の
理
由

未
定

出
荷
量
通
常

20
25
年
１
⽉
９
⽇

外
⽤
薬

ス
テ
ロ
イ
ド
製
剤
点
眼
液

ベ
ル
ベ
ゾ
ロ
ン
F点

眼
・
点
⿐
液

ロ
ー
ト
ニ
ッ
テ
ン

限
定
出
荷
（
他
社
品
の
影
響
）
需
要
増

未
定

未
定（

他
社
解
除
次
第
検
討
)
出
荷
量
通
常

20
25
年
１
⽉
７
⽇

外
⽤
薬

ス
テ
ロ
イ
ド
製
剤
点
眼
液

フ
ル
メ
ト
ロ
ン
点
眼
液
0.
02
％

参
天

限
定
出
荷
（
⾃
社
の
事
情
）

そ
の
他
の
理
由

未
定

未
定

出
荷
量
減
少

20
25
年
１
⽉
27
⽇

外
⽤
薬

ス
テ
ロ
イ
ド
製
剤
点
眼
液

フ
ル
メ
ト
ロ
ン
点
眼
液
0.
1％

参
天

限
定
出
荷
（
⾃
社
の
事
情
）

そ
の
他
の
理
由

未
定

未
定

出
荷
量
減
少

20
25
年
１
⽉
27
⽇

外
⽤
薬

ス
テ
ロ
イ
ド
製
剤
点
眼
液

フ
ル
オ
ロ
メ
ト
ロ
ン
点
眼
液
0.
02
％
「
わ
か
も
と
」

わ
か
も
と

限
定
出
荷
（
他
社
品
の
影
響
）
需
要
増

未
定

出
荷
量
減
少

20
24
年
10
⽉
11
⽇

外
⽤
薬

ス
テ
ロ
イ
ド
製
剤
点
眼
液

フ
ル
オ
ロ
メ
ト
ロ
ン
点
眼
液
0.
1％

「
わ
か
も
と
」

わ
か
も
と

限
定
出
荷
（
他
社
品
の
影
響
）
需
要
増

未
定

出
荷
量
通
常

20
24
年
10
⽉
11
⽇

外
⽤
薬

ス
テ
ロ
イ
ド
製
剤
点
眼
液

フ
ル
オ
ロ
メ
ト
ロ
ン
点
眼
液
0.
02
％
「
セ
ン
ジ
ュ
」

千
寿

限
定
出
荷
（
⾃
社
の
事
情
）

原
材
料
調
達
上
の
問
題

未
定

出
荷
量
増
加

20
24
年
４
⽉
８
⽇

外
⽤
薬

ス
テ
ロ
イ
ド
製
剤
点
眼
液

フ
ル
オ
ロ
メ
ト
ロ
ン
点
眼
液
0.
05
％
「
セ
ン
ジ
ュ
」

千
寿

限
定
出
荷
（
⾃
社
の
事
情
）

原
材
料
調
達
上
の
問
題

未
定

出
荷
量
増
加

20
24
年
４
⽉
８
⽇

外
⽤
薬

ス
テ
ロ
イ
ド
製
剤
点
眼
液

フ
ル
オ
ロ
メ
ト
ロ
ン
点
眼
液
0.
1％

「
セ
ン
ジ
ュ
」

千
寿

限
定
出
荷
（
⾃
社
の
事
情
）

原
材
料
調
達
上
の
問
題

未
定

出
荷
量
増
加

20
24
年
４
⽉
８
⽇

外
⽤
薬

ス
テ
ロ
イ
ド
製
剤
点
眼
液

フ
ル
オ
ロ
メ
ト
ロ
ン
点
眼
液
0.
02
％
「
NI
T」

⽇
東
メ
デ
ィ
ッ
ク

限
定
出
荷
（
他
社
品
の
影
響
）
需
要
増

未
定

未
定

出
荷
量
増
加

20
24
年
４
⽉
２
⽇

外
⽤
薬

ス
テ
ロ
イ
ド
製
剤
点
眼
液

フ
ル
オ
ロ
メ
ト
ロ
ン
点
眼
液
0.
1％

「
NI
T」

⽇
東
メ
デ
ィ
ッ
ク

限
定
出
荷
（
他
社
品
の
影
響
）
需
要
増

未
定

未
定

出
荷
量
増
加

20
24
年
４
⽉
２
⽇

外
⽤
薬

ド
ラ
イ
ア
イ
関
連
点
眼
液

ジ
ク
ア
ス
点
眼
液
3％

参
天

限
定
出
荷
（
⾃
社
の
事
情
）

そ
の
他
の
理
由

未
定

未
定

出
荷
量
通
常

20
25
年
１
⽉
27
⽇

外
⽤
薬

ド
ラ
イ
ア
イ
関
連
点
眼
液

ジ
ク
ア
ス
LX
点
眼
液
3％

参
天

供
給
停
⽌

品
質ト

ラブ
ル（

製
造
委
託
を
含
む
）
未
定

未
定

出
荷
停
⽌

20
25
年
１
⽉
27
⽇

外
⽤
薬

ド
ラ
イ
ア
イ
関
連
点
眼
液

ジ
ク
ア
ホ
ソ
ル
Na
点
眼
液
3％

「
ニ
ッ
ト
ー
」

東
亜
薬
品

限
定
出
荷
（
他
社
品
の
影
響
）
需
要
増

未
定

未
定

出
荷
量
通
常

20
24
年
５
⽉
21
⽇

外
⽤
薬

ド
ラ
イ
ア
イ
関
連
点
眼
液

⼈
⼯
涙
液
マ
イ
テ
ィ
ア
点
眼
液

千
寿

限
定
出
荷
（
他
社
品
の
影
響
）
需
要
増

未
定

出
荷
量
通
常

20
23
年
７
⽉
３
⽇

外
⽤
薬

ド
ラ
イ
ア
イ
関
連
点
眼
液

レ
バ
ミ
ピ
ド
懸
濁
性
点
眼
液
2％

「
参
天
」

参
天

限
定
出
荷
（
⾃
社
の
事
情
）

そ
の
他
の
理
由

未
定

未
定

出
荷
量
通
常

20
25
年
１
⽉
27
⽇

外
⽤
薬

ド
ラ
イ
ア
イ
関
連
点
眼
液

ヒ
ア
レ
イ
ン
点
眼
液
0.
1％

参
天

限
定
出
荷
（
⾃
社
の
事
情
）

そ
の
他
の
理
由

未
定

未
定

出
荷
量
通
常

20
25
年
１
⽉
27
⽇

外
⽤
薬

ド
ラ
イ
ア
イ
関
連
点
眼
液

ヒ
ア
レ
イ
ン
点
眼
液
0.
3％

参
天

限
定
出
荷
（
⾃
社
の
事
情
）

そ
の
他
の
理
由

未
定

未
定

出
荷
量
通
常

20
25
年
１
⽉
27
⽇

外
⽤
薬

ド
ラ
イ
ア
イ
関
連
点
眼
液

ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
Na
点
眼
液
0.
1％

「
杏
林
」

キョ
ーリ

ンリ
メデ

ィオ
限
定
出
荷
（
他
社
品
の
影
響
）
需
要
増

未
定

出
荷
量
増
加

20
24
年
11
⽉
25
⽇

外
⽤
薬

ド
ラ
イ
ア
イ
関
連
点
眼
液

ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
Na
点
眼
液
0.
3％

「
杏
林
」

キョ
ーリ

ンリ
メデ

ィオ
限
定
出
荷
（
他
社
品
の
影
響
）
需
要
増

未
定

出
荷
量
通
常

20
24
年
５
⽉
24
⽇

外
⽤
薬

ド
ラ
イ
ア
イ
関
連
点
眼
液

ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
点
眼
液
0.
1％

「
TS
」

テ
イ
カ
製
薬

限
定
出
荷
（
他
社
品
の
影
響
）
需
要
増

未
定

未
定

出
荷
量
増
加

20
24
年
11
⽉
11
⽇

外
⽤
薬

ド
ラ
イ
ア
イ
関
連
点
眼
液

ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
点
眼
液
0.
3％

「
TS
」

テ
イ
カ
製
薬

限
定
出
荷
（
他
社
品
の
影
響
）
需
要
増

未
定

未
定

出
荷
量
増
加

20
24
年
11
⽉
11
⽇

外
⽤
薬

ド
ラ
イ
ア
イ
関
連
点
眼
液

ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
PF
点
眼
液
0.
1％

「
⽇
点
」

ロ
ー
ト
ニ
ッ
テ
ン

限
定
出
荷
（
他
社
品
の
影
響
）
需
要
増

未
定

未
定（

他
社
解
除
次
第
検
討
)
出
荷
量
増
加

20
25
年
１
⽉
７
⽇

外
⽤
薬

ド
ラ
イ
ア
イ
関
連
点
眼
液

ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
点
眼
液
0.
3％

「
⽇
点
」

ロ
ー
ト
ニ
ッ
テ
ン

限
定
出
荷
（
他
社
品
の
影
響
）
需
要
増

未
定

未
定（

他
社
解
除
次
第
検
討
)
出
荷
量
増
加

20
25
年
１
⽉
７
⽇

外
⽤
薬

ド
ラ
イ
ア
イ
関
連
点
眼
液

ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
点
眼
液
0.
1％

「
Ni
tte
n」

ロ
ー
ト
ニ
ッ
テ
ン
Ｐ

限
定
出
荷
（
他
社
品
の
影
響
）
需
要
増

未
定

未
定（

他
社
解
除
次
第
検
討
)
出
荷
量
増
加

20
25
年
１
⽉
７
⽇

外
⽤
薬

ド
ラ
イ
ア
イ
関
連
点
眼
液

ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
点
眼
液
0.
3％

「
ニ
ッ
テ
ン
」

ロ
ー
ト
ニ
ッ
テ
ン
Ｐ

限
定
出
荷
（
他
社
品
の
影
響
）
需
要
増

未
定

未
定（

他
社
解
除
次
第
検
討
)
出
荷
量
増
加

20
25
年
１
⽉
７
⽇

外
⽤
薬

ド
ラ
イ
ア
イ
関
連
点
眼
液

ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
Na
点
眼
液
0.
1％

「
わ
か
も
と
」

わ
か
も
と

限
定
出
荷
（
他
社
品
の
影
響
）
需
要
増

未
定

出
荷
量
増
加

20
24
年
10
⽉
10
⽇

外
⽤
薬

ド
ラ
イ
ア
イ
関
連
点
眼
液

ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
Na
点
眼
液
0.
3％

「
わ
か
も
と
」

わ
か
も
と

限
定
出
荷
（
他
社
品
の
影
響
）
需
要
増

未
定

出
荷
量
通
常

20
24
年
６
⽉
７
⽇

外
⽤
薬

ド
ラ
イ
ア
イ
関
連
点
眼
液

ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
Na
点
眼
液
0.
1％

「
科
研
」

科
研

限
定
出
荷
（
他
社
品
の
影
響
）
需
要
増

未
定

出
荷
量
通
常

20
25
年
１
⽉
８
⽇

外
⽤
薬

ド
ラ
イ
ア
イ
関
連
点
眼
液

ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
Na
点
眼
液
0.
3％

「
科
研
」

科
研

限
定
出
荷
（
他
社
品
の
影
響
）
需
要
増

未
定

出
荷
量
増
加

20
24
年
５
⽉
22
⽇



18

薬
剤

区
分

限
定
出
荷
医
薬
品
［
眼
科
関
連
]

製
造
販
売
会
社
名

製
造
販
売
業
者
の

｢出
荷
対
応
」
の
状
況

限
定
出
荷
／
供
給
停
⽌
の
理
由

限
定
出
荷
の
解
除
⾒
込
み
／

供
給
停
⽌
の
解
消
⾒
込
み

限定
出荷

の解
除⾒

込み
時期

／
供給

停⽌
の解

消⾒
込み

時期
／

販売
中⽌

品の
在庫

消尽
時期

製
造
販
売
業
者
の

｢出
荷
量
」の

状
況

報
告
⽇
／

情
報
更
新
⽇

外
⽤
薬

ド
ラ
イ
ア
イ
関
連
点
眼
液

ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
Na
点
眼
液
0.
1％

「
セ
ン
ジ
ュ
」

千
寿

限
定
出
荷
（
他
社
品
の
影
響
）
需
要
増

未
定

出
荷
量
通
常

20
24
年
６
⽉
６
⽇

外
⽤
薬

ド
ラ
イ
ア
イ
関
連
点
眼
液

ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
Na
点
眼
液
0.
3％

「
セ
ン
ジ
ュ
」

千
寿

限
定
出
荷
（
他
社
品
の
影
響
）
需
要
増

未
定

出
荷
量
通
常

20
24
年
６
⽉
６
⽇

外
⽤
薬

ド
ラ
イ
ア
イ
関
連
点
眼
液

ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
Na
点
眼
液
0.
1％

「
ニ
ッ
ト
ー
」

東
亜
薬
品

限
定
出
荷
（
他
社
品
の
影
響
）
需
要
増

未
定

未
定

出
荷
量
通
常

20
24
年
５
⽉
21
⽇

外
⽤
薬

ド
ラ
イ
ア
イ
関
連
点
眼
液

ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
Na
点
眼
液
0.
3％

「
ニ
ッ
ト
ー
」

東
亜
薬
品

限
定
出
荷
（
他
社
品
の
影
響
）
需
要
増

未
定

未
定

出
荷
量
通
常

20
24
年
５
⽉
21
⽇

外
⽤
薬

ド
ラ
イ
ア
イ
関
連
点
眼
液

ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
点
眼
液
0.
1％

「
ト
ー
ワ
」

東
和
薬
品

限
定
出
荷
（
他
社
品
の
影
響
）
需
要
増

未
定

出
荷
量
増
加

20
24
年
６
⽉
７
⽇

外
⽤
薬

ド
ラ
イ
ア
イ
関
連
点
眼
液

ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
点
眼
液
0.
3％

「
ト
ー
ワ
」

東
和
薬
品

限
定
出
荷
（
他
社
品
の
影
響
）
需
要
増

未
定

出
荷
量
通
常

20
24
年
６
⽉
７
⽇

外
⽤
薬

ド
ラ
イ
ア
イ
関
連
点
眼
液

ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
Na
点
眼
液
0.
1％

「
⽇
新
」

⽇
新
製
薬

限
定
出
荷
（
他
社
品
の
影
響
）
需
要
増

未
定

出
荷
量
増
加

20
24
年
12
⽉
11
⽇

外
⽤
薬

ド
ラ
イ
ア
イ
関
連
点
眼
液

ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
Na
点
眼
液
0.
3％

「
⽇
新
」

⽇
新
製
薬

限
定
出
荷
（
他
社
品
の
影
響
）
需
要
増

未
定

出
荷
量
増
加

20
24
年
11
⽉
５
⽇

外
⽤
薬

ユニ
ット

ドー
ズ（

1回
使い

切り
）製

剤
ム
コ
ス
タ
点
眼
液
UD

2％
⼤
塚
製
薬

限
定
出
荷
（
他
社
品
の
影
響
）
需
要
増

未
定

未
定

出
荷
量
通
常

20
24
年
５
⽉
31
⽇

外
⽤
薬

ユニ
ット

ドー
ズ（

1回
使い

切り
）製

剤
ヒ
ア
レ
イ
ン
ミ
ニ
点
眼
液
0.
1％

参
天

限
定
出
荷
（
⾃
社
の
事
情
）

そ
の
他
の
理
由

未
定

未
定

出
荷
量
通
常

20
25
年
１
⽉
27
⽇

外
⽤
薬

ユニ
ット

ドー
ズ（

1回
使い

切り
）製

剤
ヒ
ア
レ
イ
ン
ミ
ニ
点
眼
液
0.
3％

参
天

限
定
出
荷
（
⾃
社
の
事
情
）

そ
の
他
の
理
由

未
定

未
定

出
荷
量
減
少

20
25
年
１
⽉
27
⽇

外
⽤
薬

ユニ
ット

ドー
ズ（

1回
使い

切り
）製

剤
パ
ピ
ロ
ッ
ク
ミ
ニ
点
眼
液
0.
1％

参
天

供
給
停
⽌

そ
の
他
の
理
由

未
定

未
定

出
荷
停
⽌

20
25
年
１
⽉
27
⽇

外
⽤
薬

流
涙
症
治
療
薬

ラ
ク
リ
ミ
ン
点
眼
液
0.
05
％

参
天

限
定
出
荷
（
⾃
社
の
事
情
）

未
定

出
荷
量
減
少

20
25
年
１
⽉
27
⽇

外
⽤
薬

緑内
障関

連点
眼液

（ユ
ニッ

トド
ーズ

)
コ
ソ
プ
ト
ミ
ニ
配
合
点
眼
液

参
天

限
定
出
荷
（
そ
の
他
）

そ
の
他
の
理
由

未
定

未
定

出
荷
量
減
少

20
25
年
１
⽉
27
⽇

外
⽤
薬

緑
内
障
関
連
点
眼
液

チ
モ
ロ
ー
ル
XE
点
眼
液
0.
25
％
「
セ
ン
ジ
ュ
」

千
寿

限
定
出
荷
（
そ
の
他
）

そ
の
他
の
理
由

あ
り

20
25
年
2⽉

解
除
⾒
込
み

出
荷
量
増
加

20
24
年
11
⽉
５
⽇

外
⽤
薬

緑
内
障
関
連
点
眼
液

チ
モ
ロ
ー
ル
XE
点
眼
液
0.
5％

「
セ
ン
ジ
ュ
」

千
寿

限
定
出
荷
（
そ
の
他
）

そ
の
他
の
理
由

あ
り

20
25
年
2⽉

解
除
⾒
込
み

出
荷
量
増
加

20
24
年
11
⽉
５
⽇

外
⽤
薬

緑
内
障
関
連
点
眼
液

ビ
マ
ト
プ
ロ
ス
ト
点
眼
液
0.
03
％
「
TS
」

テ
イ
カ
製
薬

限
定
出
荷
（
他
社
品
の
影
響
）
需
要
増

未
定

未
定（

解
除
時
期
検
討
中
)
出
荷
量
増
加

20
24
年
11
⽉
11
⽇

外
⽤
薬

緑
内
障
関
連
点
眼
液

ビ
マ
ト
プ
ロ
ス
ト
点
眼
液
0.
03
％
「
⽇
新
」

⽇
新
製
薬

供
給
停
⽌

品
質ト

ラブ
ル（

製
造
委
託
を
含
む
）
未
定

出
荷
停
⽌

20
24
年
４
⽉
８
⽇

外
⽤
薬

緑
内
障
関
連
点
眼
液

ビ
マ
ト
プ
ロ
ス
ト
点
眼
液
0.
03
％
「
わ
か
も
と
」

わ
か
も
と

供
給
停
⽌

品
質ト

ラブ
ル（

製
造
委
託
を
含
む
）
未
定

未
定

出
荷
停
⽌

20
24
年
５
⽉
８
⽇

外
⽤
薬

緑
内
障
関
連
点
眼
液

ビ
マ
ト
プ
ロ
ス
ト
点
眼
液
0.
03
％
「
SE
C」

参
天
ア
イ
ケ
ア

通
常
出
荷

ー
−

出
荷
量
通
常

20
24
年
11
⽉
25
⽇

外
⽤
薬

緑
内
障
関
連
点
眼
液

ビ
マ
ト
プ
ロ
ス
ト
点
眼
液
0.
03
％
「
⽇
点
」

ロ
ー
ト
ニ
ッ
テ
ン

通
常
出
荷

ー
−

出
荷
量
通
常

20
24
年
12
⽉
２
⽇

外
⽤
薬

眼
軟
膏

プ
レ
ド
ニ
ン
眼
軟
膏

シ
オ
ノ
ギ
フ
ァ
ー
マ

限
定
出
荷
（
⾃
社
の
事
情
）

そ
の
他
の
理
由

未
定

出
荷
量
通
常

20
25
年
１
⽉
９
⽇

外
⽤
薬

眼
軟
膏

眼
・
⽿
科
⽤
リ
ン
デ
ロ
ン
A軟

膏
シ
オ
ノ
ギ
フ
ァ
ー
マ

限
定
出
荷
（
⾃
社
の
事
情
）

そ
の
他
の
理
由

未
定

出
荷
量
通
常

20
25
年
１
⽉
９
⽇

注
射
薬

そ
の
他

マ
キ
ュ
エ
イ
ド
眼
注
⽤
40
m
g

わ
か
も
と

供
給
停
⽌

品
質ト

ラブ
ル（

製
造
委
託
を
含
む
）
未
定

出
荷
停
⽌

20
23
年
４
⽉
６
⽇

注
射
薬

そ
の
他

リ
ノ
ロ
サ
ー
ル
注
射
液
2m
g（

0.
4％

）
わ
か
も
と

限
定
出
荷
（
他
社
品
の
影
響
）
需
要
増

未
定

出
荷
量
増
加

20
24
年
12
⽉
10
⽇

注
射
薬

そ
の
他

リ
ノ
ロ
サ
ー
ル
注
射
液
4m
g（

0.
4％

）
わ
か
も
と

限
定
出
荷
（
他
社
品
の
影
響
）
需
要
増

未
定

出
荷
量
増
加

20
24
年
12
⽉
10
⽇

注
射
薬

そ
の
他

リ
ノ
ロ
サ
ー
ル
注
射
液
20
m
g（

0.
4％

）
わ
か
も
と

限
定
出
荷
（
他
社
品
の
影
響
）
需
要
増

未
定

出
荷
量
増
加

20
24
年
12
⽉
10
⽇

注
射
薬

そ
の
他

キ
シ
ロ
カ
イ
ン
注
射
液
0.
5％

サ
ン
ド
フ
ァ
ー
マ

限
定
出
荷
（
⾃
社
の
事
情
）

品
質ト

ラブ
ル（

製
造
委
託
を
含
む
）
未
定

出
荷
量
通
常

20
23
年
８
⽉
９
⽇

注
射
薬

そ
の
他

キ
シ
ロ
カ
イ
ン
注
射
液
1％

サ
ン
ド
フ
ァ
ー
マ

限
定
出
荷
（
⾃
社
の
事
情
）

品
質ト

ラブ
ル（

製
造
委
託
を
含
む
）
未
定

出
荷
量
通
常

20
23
年
８
⽉
９
⽇

注
射
薬

そ
の
他

キ
シ
ロ
カ
イ
ン
注
射
液
2％

サ
ン
ド
フ
ァ
ー
マ

限
定
出
荷
（
⾃
社
の
事
情
）

品
質ト

ラブ
ル（

製
造
委
託
を
含
む
）
未
定

出
荷
量
通
常

20
23
年
８
⽉
９
⽇

注
射
薬

そ
の
他

静
注
⽤
キ
シ
ロ
カ
イ
ン
2％

サ
ン
ド
フ
ァ
ー
マ

限
定
出
荷
（
⾃
社
の
事
情
）

製
造ト

ラブ
ル（

製
造
委
託
を
含
む
）
未
定

出
荷
量
通
常

20
24
年
９
⽉
11
⽇

注
射
薬

そ
の
他

キ
シ
ロ
カ
イ
ン
注
ポ
リ
ア
ン
プ
0.
5％

サ
ン
ド
フ
ァ
ー
マ

限
定
出
荷
（
⾃
社
の
事
情
）

品
質ト

ラブ
ル（

製
造
委
託
を
含
む
）
未
定

出
荷
量
通
常

20
23
年
８
⽉
９
⽇

注
射
薬

そ
の
他

キ
シ
ロ
カ
イ
ン
注
ポ
リ
ア
ン
プ
1％

サ
ン
ド
フ
ァ
ー
マ

限
定
出
荷
（
他
社
品
の
影
響
）
需
要
増

未
定

出
荷
量
通
常

20
24
年
３
⽉
11
⽇

注
射
薬

そ
の
他

キ
シ
ロ
カ
イ
ン
注
ポ
リ
ア
ン
プ
2％

サ
ン
ド
フ
ァ
ー
マ

限
定
出
荷
（
⾃
社
の
事
情
）

品
質ト

ラブ
ル（

製
造
委
託
を
含
む
）
未
定

出
荷
量
通
常

20
23
年
８
⽉
９
⽇

注
射
薬

そ
の
他

キ
シ
ロ
カ
イ
ン
注
シ
リ
ン
ジ
0.
5％

ニ
プ
ロ

限
定
出
荷
（
他
社
品
の
影
響
）
需
要
増

未
定

出
荷
量
通
常

20
24
年
８
⽉
２
⽇

注
射
薬

そ
の
他

キ
シ
ロ
カ
イ
ン
注
シ
リ
ン
ジ
1％

ニ
プ
ロ

限
定
出
荷
（
他
社
品
の
影
響
）
需
要
増

未
定

出
荷
量
通
常

20
24
年
８
⽉
２
⽇

注
射
薬

そ
の
他

キ
シロ

カイ
ン
注
射
液「

0.5
％
」エ

ピ
レ
ナミ

ン（
1:1
00
,00
0）
含
有

サ
ン
ド
フ
ァ
ー
マ

限
定
出
荷
（
⾃
社
の
事
情
）

品
質ト

ラブ
ル（

製
造
委
託
を
含
む
）
未
定

出
荷
量
減
少

20
24
年
８
⽉
７
⽇

注
射
薬

そ
の
他

キ
シ
ロ
カ
イ
ン
注
射
液「

1％
」エ

ピ
レ
ナ
ミン

（
1:1
00
,00
0）
含
有

サ
ン
ド
フ
ァ
ー
マ

限
定
出
荷
（
⾃
社
の
事
情
）

品
質ト

ラブ
ル（

製
造
委
託
を
含
む
）
未
定

出
荷
量
減
少

20
24
年
８
⽉
７
⽇

注
射
薬

そ
の
他

キ
シ
ロ
カ
イ
ン
注
射
液「

2％
」エ

ピ
レ
ナ
ミ
ン（

1:8
0,0
00
）含

有
サ
ン
ド
フ
ァ
ー
マ

限
定
出
荷
（
⾃
社
の
事
情
）

製
造ト

ラブ
ル（

製
造
委
託
を
含
む
）
未
定

出
荷
量
通
常

20
24
年
４
⽉
２
⽇

外
⽤
薬

そ
の
他

キ
シ
ロ
カ
イ
ン
液
「
4％

」
サ
ン
ド
フ
ァ
ー
マ

限
定
出
荷
（
⾃
社
の
事
情
）

品
質ト

ラブ
ル（

製
造
委
託
を
含
む
）
未
定

出
荷
量
減
少

20
24
年
10
⽉
９
⽇

外
⽤
薬

そ
の
他

キ
シ
ロ
カ
イ
ン
点
眼
液
4％

サ
ン
ド
フ
ァ
ー
マ

限
定
出
荷
（
⾃
社
の
事
情
）

製
造ト

ラブ
ル（

製
造
委
託
を
含
む
）
未
定

出
荷
量
通
常

20
24
年
７
⽉
１
⽇

本
会
賛
助
会
員
（
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
）
か
ら
得
た
情
報
と
、
⽇
本
製
薬
団
体
連
合
会
よ
り
公
表
さ
れ
た
医
薬
品
供
給
状
況
に
か
か
る
調
査
結
果
に
基
づ
き
作
成
（
20
25
年
2⽉

5⽇
現
在
）



〈参考〉保険診療と自由診療の違いと自由診療採用時の注意点

保険診療：保険者と保険医療機関との間の公法上の契約に基づく契約診療（制限診療)。

　　　　　 医師自ら保険医、保険医療機関となることを自由意志で契約するため、保険で認められて

いる範囲内で診療を行い、保険診療のルール、健康保険法等の医療保険各法や療養担当規

則の遵守が求められる。請求内容は審査機関で審査される。

自由診療： 医療機関と患者の間の契約に基づき医療（内容・費用）が行われる。国内未承認又は保険

適応となっていない薬剤や治療法を行えるが医師法の遵守は必要となる。

混合診療：保険診療と保険外診療（自由診療）を併用すること（禁止事項)。

　　　　　（例外）選定療養や評価療養など国が認可した保険外併用療養は可。

自由診療採用時の注意点：混合診療とならないよう留意する。さらに下記事項にも注意する。

同 意 書

自由診療を受ける患者さんに内容及び費用の説明を行い、内容や費用が記載されてい

る書面に同意のサインをもらったうえで行う必要がある。説明事項として、①診断

（病名と病状)、②実施予定の治療内容、③治療に付随する危険性、④他に選択可能

な治療法があれば、その内容と利害得失や予後等、があげられる。

診 療 録 カルテは保険診療と自由診療を明確に分けて作成し記載する必要がある。

ホームページ

ホームページ掲載時は、広告可能事項以外の項目を記載することになるため、医療広

告規制を遵守し限定解除要件を満たす必要がある。限定解除要件を満たしていても、

虚偽広告、誇大広告など広告禁止事項は掲載できない。限定解除要件を満たすために

は、①表示される情報の内容について患者が容易に照会できるよう問い合わせ先を明

示すること、②自由診療に係る通常必要とされる治療等の内容や費用等に関する事項

について情報を提供すること、③自由診療に係る治療等に係る主なリスクや副作用等

に関する事項について情報を提供することが求められる。

「医療広告規制におけるウェブサイト等の事例解説書（第４版）１」参照。

構 造 ・ 設 備

自由診療で低濃度アトロピン点眼液を医療機関が院内で交付する場合には、新たに調

剤所を設ける必要はない。受付会計は新たに保険診療とは別カウンターを設けるなど

物理的に分ける必要はない。また自由診療の費用については、消費税の対象となる。

（ただし医療機関が課税事業者となるのは、通常は自由診療の売り上げなどの課税対

象となる売り上げが1,000万円を超えた場合となる。詳細は税理士等に確認する。）

院 内 掲 示
自由診療治療の内容・費用について院内に明示する必要がある。患者から徴収した費

用については、他の費用と区別した内容のわかる領収書を発行する必要がある。
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自由診療（近視進行抑制治療)

近視進行抑制治療関連の主な自由診療について整理した。

 ※近視進行抑制としては国内未承認

名　　　称 概要（特徴・使い方、副作用、対象等)

低濃度アトロピン点眼液

(リジュセア®ミニ点眼液 0.025％)

１日１回就寝前に点眼する。アトロピン硫酸塩水和物を0.025％

含有している。アトロピンはムスカリン受容体の可逆的拮抗薬で

ムスカリン受容体の活性化を阻害することにより、網膜又は強膜

に直接的もしくは間接的に作用し、強膜の菲薄化を阻害すること

で眼軸の伸長を抑制すると考えられている。主に小児を対象に

投与することから安全性を考慮し防腐剤を含まない一回使い切り

タイプのミニ点製剤。本試験における主な副作用は、羞明9.0％

（11/122例)。眼鏡やコンタクトレンズによる視力矯正が別途必

要となる。オルソケラトロジーや多焦点ソフトコンタクトレンズ

と組み合わせて使用することが可能である。

オルソケラトロジー※

特殊形状のハードコンタクトレンズを寝ている間に装着し、角膜

上皮細胞層の形を一時的に平らにする方法である。日中の良好な

裸眼視力を得るとともに近視の進行を抑制できる。同じレンズを

繰り返し長期間使用するため、付着汚れを丁寧に洗浄しレンズを

清潔に保つ必要がある。角膜潰瘍が発症した場合、アカントア

メーバや緑膿菌が原因となることが多いとされ注意を要する。原

則、近視があまり強くなく（－4.00Dまで）安定している方が対

象となる。大人が適切に管理すれば小学校低学年から使用される

こともある。

多焦点ソフトコンタクトレンズ※

遠近両用コンタクトレンズを用いる。装用中は良好な視力が得ら

れるとともに近視進行を抑制できる。使い捨てのため、衛生面で

の管理が比較的容易である。近視が強くても使用可能だが、日中

に装用するため、異物が入ったときなどに自分で取り外すなどの

自己管理が可能な年齢の方が対象となる。

レッドライト治療法

(red light therapy)※

650nmの赤色光を専用機器を用いて、自宅で１回３分、１日２

回、瞳孔を通して目の奥に当てる治療法。近視進行抑制効果が高

く、近視を改善するという報告もある。光を当てた直後に一時的

なまぶしさ、残像が起こることがあるため、数分目を閉じて休む

ことが推奨される。低濃度アトロピン点眼との併用はできない。

網膜異常の有無など、眼科専門医の判断が必要となる。
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〈参考〉リジュセアミニ点眼導入時の注意点

◎ リジュセアミニ点眼は、2024年12月27日付けで国内における製造販売承認を取得、薬価基準未収載

医薬品として販売が予定されている。選定療養として認められるよう学会等から要望されているが、

現状では自由診療でのみ使用可能で、保険診療として使用できない。

◎ リジュセアミニ点眼（低濃度アトロピン点眼液）導入時は、自由診療の取り扱い、保険診療との違

いを十分に理解し、混合診療とならないよう留意する。自由診療は医師・各医療機関の責任下で導

入検討のうえ実施されるべき事項であり、トラブルなく日常臨床への活用をお願いする。

◎ 診療録は保険診療と自由診療を明確に分けて作成し記載する必要がある。同一疾患に対して保険診

療と自由診療を併せて行うことは混合診療（禁止事項）となる。高額療養費制度なども適用外とな

る。

◎ 自由診療を受ける患者さん（保護者）に内容・費用等の説明を行い、内容や費用等を記載されてい

る書面に同意のサインをもらって行う必要がある。

◎ ホームページ掲載にあたっては、自由診療である低濃度アトロピン点眼液を用いた治療は、広告可

能事項以外の項目を記載することとなる。医療広告規制をよく理解して遵守し限定解除要件を満

たす必要がある。限定解除要件を満たすためには、①表示される情報の内容について患者が容易に

照会できるよう問い合わせ先を明示すること、②自由診療に係る治療内容や費用等に関する事項に

ついて情報を提供すること、③自由診療に係る治療等の主なリスクや副作用等に関する事項を情報

提供することが求められる。さらに限定解除要件を満たしていたとしても、虚偽広告、誇大広告な

ど広告禁止事項は掲載できない。(｢医療広告規制におけるウェブサイト等の事例解説書（第４版)｣、

医療広告規制についての詳細は、日本の眼科94巻12号～95巻５号参照）

◎ 自由診療で低濃度アトロピン点眼液を医療機関が院内交付する場合には、新たに調剤所を設置する

必要はない。受付・会計についても新たに保険診療とは別カウンターを設ける等、物理的に区分す

る必要はない。自由診療費用については消費税の対象となる。ただし医療機関が課税事業者となる

のは、通常は自由診療の売り上げなどの課税対象となる売り上げが1,000万円を超えた場合であり、

詳細は税理士などにご確認いただきたい。

　※なお、本件に関する本会事務局への問い合わせにはご対応できません。
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Ｑ＆Ａ

Ｑ１．近視疑いで来院され保険診療を行ったが、会計後に低濃度アトロピン点眼液の処方を希望され

た。当日に処方する場合、この日の診療は全て自由診療にするべきでしょうか？

Ａ１．同一疾患に対し保険診療と自由診療を併せて行うことはできません。当日に低濃度アトロピン

点眼液交付の場合、その日の診療分は全て自由診療として取り扱う必要があります。

Ｑ２．初診時に保険診療において近視と診断し近視進行抑制治療（自由診療）の説明後、一旦帰宅。

同日に再度受診し、患者希望により低濃度アトロピン点眼液を用いた近視進行抑制治療を開始

する場合、どの時点から自由診療となるのでしょうか。

Ａ２．一旦帰宅後に再び受診した場合であっても、同一疾患に保険診療と自由診療を併せて行うこと

はできません。初診時の保険診療を自由診療に変更し、低濃度アトロピン点眼液の交付を含め

て全て自由診療として取り扱います。

Ｑ３．保険診療を行っている患者さんでも、カルテを別にしたり、日にちを変えて自由（自費）診療

を行っていれば、混合診療には該当しませんか？

Ａ３．混合診療とは一連の診療過程において保険診療と保険外診療を併用することを指します。日に

ちを変えても治療中の疾病または負傷に対する医療行為であれば混合診療に該当し、その医療

行為全てが自由診療となります。従って、カルテを別にしたり、日にちを別にすれば混合診療

と該当しないと考えるのではなく一連の診療行為かどうかで判断してください。

Ｑ４．説明すべき事項、同意書、院内掲示について教えてください。

Ａ４．＜説明事項＞⑴ 診断（病名と病状)、⑵ 実施予定の治療内容、⑶ 治療に付随する危険性

　　　　　　　　　⑷ 他の選択可能な治療法があればその内容と利害得失や予後

　　　＜同 意 書＞ 治療内容についての説明と同意を得た旨を自由診療の診療録に記載し、治療同意

書の取得が必要

　　　＜院内掲示＞ 自由診療を行うにあたっては、治療の内容、費用について院内に明示する必要あ

り患者から徴収した費用については、他の費用と区別した内容のわかる領収書を

発行。
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Ｑ５．近視進行抑制治療（自由診療）で治療中の患者様が眼鏡／CL処方の作成目的で来院した場合、

同一疾病（近視）で、眼鏡／CL処方の作成を保険で診察することは可能でしょうか？また、

その可否について、同日で行った場合と日を分けた場合で異なりますか。

Ａ５．屈折異常に対する眼鏡の処方やコンタクトレンズに関する検査は、通常は保険診療で認められ

ていますが、自由診療として低濃度アトロピン点眼液を継続中の場合は、同日であっても日を

分けた場合であっても、全て自由診療として取り扱う必要があります。

Ｑ６．低濃度アトロピン点眼液の点眼治療（自由診療）で点眼液による副作用が発生した場合、その

対処に係る検査や処置や投薬は保険診療で行えますか？

Ａ６．明らかに低濃度アトロピン点眼液の副作用に関連する症状の場合には、自由診療として扱いま

す。それ以外の疾病による症状の場合には保険診療が可能です。

Ｑ７．低濃度アトロピン点眼液処方時に院外処方箋を発行することはできますか？

　　　（処方箋料や薬局での調剤料は請求できますか？）

Ａ７．院外薬局で交付する場合、通常の処方箋書式を用いることはできますが、処方料、調剤料、薬

剤料に関して保険請求はできません。また保険診療の診療録を用いて処方箋を作成することも

不適切です。
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診療所向けベースアップ評価料Ｑ＆Ａ

番号 内　容 質　　　問 厚生労働省回答

1 届 出 関 係 １月に新しい様式が公開されました
が、すでに従来版の様式でベースアッ
プ評価料の届出を行っている場合に
は、新しい様式でまた届出を行う必要
がありますか。

いいえ。不要です。

2 届 出 関 係 令和７年２月に評価料Ⅰを届出予定で
す。令和７年４月からの算定に際し
て、３月にまた届出を行う必要があり
ますか。

いいえ。２月の届出により、４月以降も引き続
きベースアップ評価料の算定が可能です。ただ
し、令和７年６月に令和７年度分の賃金改善計
画書、令和７年８月に令和６年度分の報告書の
提出が必要です。

3 届 出 関 係 令和７年６月に提出する「賃金改善計
画書」はどのように作成するのです
か。

評価料Ⅰのみを届け出る場合には、今回の新し
い様式の「別添」シートを、届出の時と同じよ
うに記載してください。そうすると、「賃金改
善計画書」の必要事項も埋まるようになってい
ます。
評価料Ⅱや入院ベースアップ評価料を届け出し
ている場合には、従来版様式により提出を行っ
てください。

4 届 出 関 係 スタッフの退職や新規採用により、届
出時に記載した内容に変更がありまし
た。その都度、届出し直す必要がある
のでしょうか。

いいえ。不要です。翌年度の８月にご提出いた
だく「賃金改善実績報告書」にて実際の賃金改
善の結果を報告してください。

5 届 出 関 係 有床診療所ですが、ひとまず外来・在
宅ベースアップ評価料（Ⅰ）のみを届
け出ることは問題ないでしょうか。

はい。有床診療所につきましても、Ⅰのみの届
出は問題ございません。

6 届 出 関 係 電子カルテはまだ導入してませんが、
それでも届出は可能ですか。

はい。初診料や再診料の算定回数や、ベース
アップ評価料での収入が集計できれば、可能で
す。

7 報 告 書 関 係 令和７年８月に提出する「賃金改善実
績報告書」はどのように作成するので
すか。

従来版様式に報告書シートがありますが、現在
様式の簡素化の検討を進めております。令和７
年４月ごろに、新しい報告書様式と説明資料を
公開予定ですので、少々お待ちください。

8 報 告 書 関 係 職員の退職、入職による変動はどのよ
うに計算すれば良いのでしょうか。前
年との比較ができません。

賃金改善をしなかった場合との比較で計算しま
す。賃金改善をすることで、どれくらい賃金や
法定福利費の支払い額が増えたかで考えてくだ
さい。

9 ベースアップ
対 象 職 員

対象職員にはパート職員も含めること
ができますか。
パート職員の給与が増加した場合に、
年収が扶養範囲内給与を望まれる方は
扶養範囲を超えてしまうと困るように
思われますが、どうしたらいいでしょ
うか。

はい、パートなど非常勤の職員も対象に含める
ことができます。
誰の給与をどれくらい上げるかといった具体的
な賃金改善額は医療機関で決めることができま
すので、個々の職員の事情に応じて、調整して
ください。
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番号 内　容 質　　　問 厚生労働省回答

10 ベースアップ
対 象 職 員

事務職員についてですが、診療報酬請
求の業務だけではなく、医師や看護師
の業務サポートをすることが多々あり
ます。「ベースアップ評価料手当」を
支給しても良いですか。

医師や看護師の業務サポートをする職員も、対
象職員に含めることが可能です。それぞれの職
員の業務内容に照らして、各医療機関でご判断
をお願いいたします。

11 ベースアップ
対 象 職 員

専従者で医療従事者は該当しますか。 専従者に対して労働の対価として給与を支払っ
ている場合には、専従者をベースアップ評価料
の対象職員に含め、給与の増加分にベースアッ
プ評価料収入を充てることができます。ただ
し、ベースアップ評価料は役員報酬の引き上げ
分には充てることができませんので、ご注意く
ださい。

12 ベースアップ
対 象 職 員

病児保育を診療所併設という形で運営
していますが病児保育で働く看護師や
保育士は対象になりますか。

今回のベースアップ評価料は，医療機関への
診療報酬制度の一部ですので，「診療所」のス
タッフとして「主として医療に従事している
方」が対象となります。

13 算 定 回 数
見 込 み

届出様式では、外来・在宅ベースアッ
プ評価料（Ⅰ）等により算定される金
額の見込みを算出するために、初診
料・再診料・訪問診療料を記載するこ
とになっていますが、季節変動がある
場合にはどうすれば良いでしょうか。

今回の新しい様式では、算定回数を数える手間
を小さくするために、直近１か月の算定回数を
記載することを基本としていますが、算定金額
の見込みを正確に出すために直近３か月・６ヶ
月・１年間の平均などを記載することも可能で
す。

14 賃金引き上げ
方 法

当院は季節により患者数が大きく変動
します。毎月のレセプト確認時に把握
できる初診，再診人数で算定した金額
により、毎月の支給額を決めても良い
ですか。

いいえ。基本的に、賃金引き上げは、届出様式
に記載した「基本給等に係る１か月当たりの賃
金改善見込み額」相当分をベースアップ評価料
の算定を開始した月から引き上げる形で実施し
ていただくことを想定しています。

15 賃金引き上げ
方 法

今年度からベースアップ評価料を算定
し基本給を上げた場合、令和７年４月
にまた基本給を上げなくてはいけない
のですか。

いいえ。ベースアップ評価料を算定する前より
も賃金が上がった状態を維持しているのであれ
ば、４月以降に再度賃上げを行うことまでは必
要としていません。

16 賃金引き上げ
方 法

医療法人で複数施設を有しており職員
は各施設にローテーションすることが
あります。それぞれ患者数が違うため
算定がバラバラですが合算して振り分
けることは可能でしょうか。

いいえ。医療機関単位でご対応いただきますよ
うお願いいたします。

17 賃金引き上げ
方 法

ベースアップ評価料で得た収入を毎月
の給与に充てた結果、余った分はどう
調節すればよいでしょうか。

ベースアップ評価料の収入が余ってしまう場合
には、対象職員の追加ベースアップを検討して
ください。

18 就 業 規 則 ・
賃 金 規 程

就業規則に追記が必要でしょうか。賃
金規定を見直す際に、ベースアップ評
価手当の金額を明記しなくてはならな
いのでしょうか。

労働基準法の定めに従って、ご対応をお願いい
たします。

19 算 定 方 法 妊婦健診時に投薬が必要な場合再診料
は算定できませんがベースアップ評価
料は算定できますか。

いいえ。再診料を算定していない場合は、ベー
スアップ評価料も算定できません。
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番号 内　容 質　　　問 厚生労働省回答

20 算 定 方 法 オンライン診療の初・再診についても
算定できますか。

はい。

21 評価料Ⅱ関係 厚労省の資料で外来ベア評価２の施設
基準において、「ただし、美容医療な
ど一部の自由診療等の収入（産科医療
機関等における助産にかかる収入のう
ち、1件あたり50万円までの収入は除
かれます）の比率が20%以上の医療機
関は、ベースアップ評価料（II）の届
出はできません。」とありますが分母
が総収入なのか純利益なのか何なのか
わかりませんので教えて欲しいです。

「総収入」のうち、自由診療等の収入が20％以
上の医療機関は届出できません。

22 評価料Ⅱ関係 当院ではベースアップ評価料のⅠ・Ⅱ
を算定していますが、３ヵ月に一度の
区分変更を検証するため、その都度対
象期間の給与総額の集計作業をしてい
ますが、この辺の手間も簡略化された
のでしょうか。

今回の新しい様式は評価料（Ⅰ）のみに関わる
もので、評価料（Ⅱ）で使う様式は変わりませ
ん。従来版様式の簡素化については検討を続け
てまいります。
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〈付記〉2025年度（令和７年度）中間年薬価改定

中央社会保険医療協議会・薬価専門部会は12月20日、2025年度中間年薬価改定の骨子を了承した。

改定対象範囲はイノベーション評価や医薬品安定供給確保の観点より、「新薬創出・適応外薬解消

等促進加算（新薬創出等加算）対象品目や後発医薬品は平均乖離率5.2％を超える品目とするが、長

期収載品（後発医薬品のある先発医薬品）は対象範囲を広げ乖離率2.6％を超える品目とする」な

ど、カテゴリー別にきめ細かく設定され、中間年改定では初めて新薬創出等加算の累積額控除が実施

される。内閣官房長官、財務大臣、厚生労働大臣による25年度薬価改定の３大臣合意に基づく内容が

元となっており、12月25日開催の中央社会保険医療協議会・薬価専門部会と総会で承認された。12月

27日に政府は2025年度予算案を閣議決定し、一般会計の社会保障関係費は過去最高の38兆2,778億円

となった。経済・物価動向等への配慮措置を含む自然増は6,500億円程度が見込まれたところ、中間

年薬価改定や高額療養費の見直し等の制度改革・効率化等の実施（▲1,300億円程度）と社会保障の

充実等（300億円程度増）で差し引き1,000億円程度を削減、社会保障関係費の実質的な伸びを高齢化

による増加分に相当する5,585億円にまで抑制された。その他の制度改革効率化は入院時食費の見直

し、服薬指導に関する加算見直し等が決定された。なお今回の中間年薬価改定では薬剤費が2,466億

円（うち国費648億円）削減され、度重なる削減による製薬業界への影響は大きい。

2024年度薬価制度改革ではイノベーション評価の充実が図られ政府が日本の創薬力強化に向けて動

き出す中、中間年改定も一時は廃止の機運が高まった。そのような中、2025年度中間年薬価改定実施

に製薬業界でも落胆が広がっている。日本製薬工業協会は「製薬各社の日本での開発意欲が高まり開

発計画再検討や国内開発決定事例も現れはじめている中、ネガティブな政策が決定されたことは遺憾、

ドラッグ・ラグ／ドラッグ・ロスの解消が後退しかねない」と懸念している。米国研究製薬工業協会

（PhRMA）と欧州製薬団体連合会（EFPIA）も「日本が創薬力低下とドラッグ・ロスを生じさせた

道に再度後退させるものだ」としている。日本ジェネリック製薬協会は、カテゴリー別の改定対象範

囲設定や不採算品再算定の実施、最低薬価引き上げ等は評価しながらも｢中間年改定実施は医薬品業

界にとって更に厳しい環境になることが想定される」と危惧している。

今回の薬価改定対象範囲は、国民負担軽減に加え、創薬イノベーション推進や医薬品安定供給確

保の要請にも応える必要があるため、品目ごとの性格を考慮し細かく設定された。新薬のうち新薬

創出等加算対象品目・後発医薬品等／平均乖離率（5.2％）の1.0倍（乖離5.2％）を超える品目、新

薬創出等加算対象外の新薬／同0.75倍（乖離率3.9％）を超える品目、長期収載品／同0.5倍（乖離率

2.6％）を超える品目が改定対象とされる。厚生労働省試算によると改定対象品目は9,320品目（全品

目に占める割合は53％）となり、69％が改定対象になった21年及び23年度の中間年改定に比べ全体の

対象範囲は狭められた。医薬品カテゴリー別の対象品目数と構成比（カテゴリー別）は一覧表を参照

いただきたい。既収載品の算定ルールで焦点となっていた不採算品再算定は医療上の必要性が特に高

い基礎的医薬品と組成・剤形区分が同一の品目、安定確保医薬品のカテゴリーＡ・Ｂの該当品目、厚
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労相が増産要請した品目に対象を限定し適用される。最低薬価を維持するルールは最低薬価を引き上

げた上で適用される。

中間年薬価改定は各医療機関でのレセプトコンピューターソフト変更等にてご対応いただきたい。

日常診療に直結するドラッグ・ラグ／ドラッグ・ロスや後発品を中心とする医薬品供給不足の是正に

ついては、本会から製薬メーカー各社及び大阪府医師会、日本眼科医会、日本医師会へ今後も働きか

けを継続して参る所存である。

中間年薬価改定・一覧表

今回（2025年度) 前回（2023年度) 前々回（2021年度)

新 薬 創 出 加 算 対 象 60品目（ 9％） 240品目（41％） 240品目（40％）

新薬創出加算対象外 1000品目（55％） ─ ─

長 期 収 載 品 1500品目（88％） 1560品目（89％） 1490品目（88％）

後 発 医 薬 品 5860品目（66％） 8650品目（82％） 8200品目（83％）

そ の 他 900品目（20％） 1710品目（36％） 1140品目（31％）

全 体 9320品目（53％） 13400品目（69％） 12180品目（69％）

薬 剤 費 削 減 額 ▲2466億円 ▲3100億円 ▲4300億円

今回（2025年度) 前回（2023年度) 前々回（2021年度)

新 薬 創 出 加 算 ○ ○ ○

累 積 額 の 控 除 ○ × ×

基 礎 的 医 薬 品 ○ ○ ○

最 低 薬 価 引き上げ ○ ○

不 採 算 品 再 算 定 ○ ○ ×

後発品の価格帯集約 ○ ○ ○

外 国 平 均 価 格 調 整 ○ ○ ×

既収載品の改定時加算 ○ × ×

長期収載品の薬価引き下げ × × ×

再 算 定 × × ×
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